
営業倉庫として現在活躍中
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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,919 103.0%

一　般 ― 104.1%
宅配便（千個） 360,103 105.5%

輸送統計
平成30年10月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
127

（−15）
93

（−15）
220

（−30）

交通事故死者数（人）
11月30日現在 1月14日現在

3,122
（−191）

110
（−16）

全国の死亡
事故件数

3,049
（−203）

平成30年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

1/15〜2/14  4409
2/15〜3/14  2770

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

6 ・��トラック運送業界
今年の動き②

8
�＜新春特集②＞
��経営のヒント特別編
「トラック運送業界
　　　　　平成の30年」第２回

7 ・��平成31年
引越繁忙期対策実施事項

4・5

�＜新春特集①＞
��トラック運送業界の
「働き方改革」実現に向けて

（後編）
・富士貨物自動車㈱（佐賀県）
・㈱飯尾運輸（兵庫県）

高い輸送品質を維持するため従業員とのコミュニケー
ションを大切にしている富士貨物自動車㈱（佐賀県）

食の新旧街道を行く【「旬の味に癒される⑫」冬の福井に水羊
よ う か ん

羹あり】…７面／トラ
ック運送事業者のための経営のヒント・特別編【「取材メモから振り返る トラック運
送業界 平成の30年②」物流2法とトラック運送業界の構造変化（その1）】…８面

　

昨
年
６
月
の
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
、﹁
働
き
方
改

革
関
連
法
案
﹂
が
可
決
、
成

立
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

関
係
す
る
各
関
連
法
の
う

ち
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
の
は
、
表
１
の
通

り
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

今
年
４
月
か
ら
は
有
給
休
暇

の
取
得
に
つ
い
て
、
全
て
の

企
業
に
対
し
て
新
た
な
義
務

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

年
10
日
以
上
の
有
給
休
暇
が

与
え
ら
れ
る
労
働
者
に
つ
い

て
、
有
給
休
暇
を
付
与
し
た

日
か
ら
１
年
以
内
に
、
本
人

の
希
望
を
踏
ま
え
た
日
程
で

最
低
で
も
５
日
有
給
休
暇
を

取
得
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
る
。
こ
の
５
日
分
に
つ

い
て
は
、
労
働
者
が
自
ら
取

得
し
た
有
給
休
暇
の
日
数
を

除
く
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば

す
で
に
有
給
休
暇
を
３
日
分

　

平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
が
幕
を
開
け
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
お
い
て
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
の
是
正
﹂
と
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
・
労
働

条
件
改
善
﹂
と
い
う
大
き
な
課
題
の
解
消
に
向
け
︑
力
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
１
年
に
な
る
︒
ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

に
苦
し
ん
で
い
る
当
業
界
と
し
て
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

生
産
性
向
上
﹂
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑

こ
こ
で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
今
年
１
年
の
主

な
予
定
や
動
き
に
つ
い
て
ま
と
め
た
（
６
面
に
関
連
）︒

取
得
し
て
い
る
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
残
り
２
日
分
を
取

得
さ
せ
る
こ
と
で
足
り
る
。

な
お
、
こ
の
５
日
分
に
つ
い
て

は
、
半
日
（
０
・
５
日
）
単

　

政
府
﹁
自
動
車
運
送
事
業

の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
関

係
省
庁
連
絡
会
議
﹂（
議
長

位
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

時
間
単
位
と
し
て
取
得
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
昨
年
３
月
、﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
働
き
方
改
革
実
現

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
﹂
を
策
定
し
て
い
る
（
関

連
４
・
５
面
）。
今
後
、
各

事
業
者
が
働
き
方
改
革
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
よ
り
具
体

的
な
内
容
を
紹
介
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
﹁
解
説
書
﹂

を
用
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

　

全
ト
協
で
は
運
送
事
業
者

に
対
し
、
各
関
連
法
の
施
行

に
向
け
た
早
め
の
準
備
・
対

応
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

・
野
上
浩
太
郎
内
閣
官
房
副

長
官
）
は
昨
年
12
月
14
日
の

第
１
回
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂

推
進
会
議
に
お
い
て
、
①
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性
の
向

上
・
物
流
の
効
率
化
、
②
女

性
や
高
年
齢
層
を
含
む
多
様

な
人
材
が
活
躍
で
き
る
働
き

や
す
い
労
働
環
境
の
実
現
︱

︱
を
目
指
す
た
め
、﹁
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

　
﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進

運
動
の
概
要
は
図
１
の
通

り
。
同
運
動
を
通
じ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
に
対
応
し
、
我

が
国
の
国
民
生
活
や
産
業
活

動
に
必
要
な
物
流
機
能
を
安

定
的
に
確
保
す
る
と
と
も

に
、
我
が
国
経
済
の
さ
ら
な

る
成
長
に
寄
与
し
て
い
く
。

　

今
後
開
催
さ
れ
る
国
土
交

通
省
・
厚
生
労
働
省
﹁
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環

境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協

議
会
﹂
に
お
い
て
、
企
業
等

や
国
民
へ
の
詳
細
な
呼
び
か

け
内
容
等
を
決
定
。
今
年
度

内
に
賛
同
企
業
等
の
募
集
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
広
報

活
動
も
展
開
し
て
い
く
予
定
。

図１

今年４月１日から施行される「働き方改革関連法」

貨物自動車運送事業法の改正（概要）と施行日

表１

表２

⑴労働時間に関する制度の見直し（労働基準法）
　▶時間外労働の上限規制（年 720 時間）の適用【一般則】
　　時間外労働の上限について、月45 時間・年 360 時間を原則とし、

臨時的な特別な事情がある場合も年 720 時間・単月100 時間未満（休
日労働含む）・複数月平均 80 時間（休日労働含む）を限度に設定（大
企業は 2019 年 4 月1日から、中小企業は 2020 年 4 月1日から適用）。

　▶年休 5 日取得義務化
　　使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される労働者に対し、

5日について、毎年時季を指定して与えなければならないこととする。
　
⑵勤務間インターバル制度の普及促進等（労働時間等設定改善法）
　　事業主は、前日の終業時刻と翌日の始業時刻の間に一定時間の休

息の確保に努めなければならないこととする。

⑶産業医・産業保健機能の強化（労働安全衛生法等）
　　事業者から産業医に対し、その業務を適切に行うために必要な情報

を提供することとするなど、産業医・産業保健機能の強化を図る。

◎施行日：公布日（平成 30 年 12 月 14 日）から起算して 1 年 6 月を
超えない範囲内において政令で定める日
　①規制の適正化
　　・欠格期間の延長等　　　　　・許可の際の基準の明確化
　　・約款の認可基準の明確化
　②事業者が遵守すべき事項の明確化
　　・輸送の安全に係る義務の明確化
　　・事業の適確な遂行のための遵守義務の新設
　③荷主対策の深度化
　　・荷主の配慮義務の新設　　　・荷主勧告制度（既存）の強化
　　・国土交通大臣による荷主への働きかけ等の規定の新設
　　　【平成 35 年度末までの時限措置】

◎施行日：公布日（同）から起算して２年を超えない範囲内において政
令で定める日

　④標準的な運賃の告示制度の導入
　　【平成 35 年度末までの時限措置】

　

昨
年
12
月
の
参
議
院
本
会

議
に
お
い
て
、﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
﹂
が
全
会
一

致
で
可
決
・
成
立
し
た
。

　

同
法
一
部
改
正
は
、
働
き

方
改
革
関
連
法
の
施
行
に
伴

い
、
平
成
36
年
度
か
ら
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
時
間
外

労
働
の
限
度
時
間
が
設
定
さ

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
緊
急

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件

を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
実

施
さ
れ
る
も
の
。
同
法
一
部

改
正
の
実
現
に
よ
り
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善

と
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

健
全
な
発
展
に
向
け
て
の
動

き
が
本
格
化
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

　

同
法
一
部
改
正
の
概
要
と

施
行
日
は
、
表
２
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
全
ト
協
は
、
昨
年

12
月
６
日
に
開
催
し
た
第
１

７
８
回
理
事
会
で
承
認
し
た

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
骨

子
に
お
い
て
、
同
法
改
正
作

業
に
係
る
対
応
を
最
重
点
施

策
の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
て
い
る
。

全
ト
協
で
は
、
改
正
作
業
に

係
る
対
応
を
推
進
し
、
同
法

に
掲
げ
ら
れ
た
各
措
置
が
確

実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
関

係
各
所
と
の
調
整
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
の
改
善
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
健
全
経

営
に
資
す
る
取
り
組
み
に
全

力
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
。

「ホワイト物流」推進運動の概要

トラック運送業界 ◆今年の主な動き◆
＜トラックドライバーの長時間労働の是正＞…１面

◆「働き方改革関連法」順次施行
　４月から年休５日取得が義務化　事業者の「働き方改革」も加速
＜トラックドライバーの処遇・労働条件改善＞…１面

◆改正事業法施行を目指して
　「改正作業への対応」を全ト協最重点施策に
　ドライバーの労働条件改善実現へ
◆「ホワイト物流」推進運動を展開
　働きやすい労働環境の実現を通じ　国民・荷主に期待される業界へ
◆ 10 月から消費税 10％に増税
　増税分の確実な転嫁の実現に向け働きかけ強化
＜トラック輸送の生産性向上＞…６面

◆「ダブル連結トラック」本格導入
　トラック輸送の省人化を促進　自動運転等も見据え特車許可基準緩和
◆都市内の駐車対策　見直しが加速
　京都市内の一部で集配中車両の駐車が可能に
　集配円滑化実現へ働きかけ拡げる
◆平成 31 年の主な高速道路の開通予定区間
　輸送効率化に資する高速道路　機能強化目指し「４車線化」進む

４
月
か
ら
年
休
５
日
取
得
が
義
務
化

事
業
者
の
「
働
き
方
改
革
」
も
加
速

◆
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
順
次
施
行

働
き
や
す
い
労
働
環
境
の
実
現
を
通
じ

国
民
・
荷
主
に
期
待
さ
れ
る
業
界
へ

◆
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動
を
展
開

「
改
正
作
業
へ
の
対
応
」
を
全
ト
協
最
重
点
施
策
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
実
現
へ

◆
円
滑
な
改
正
事
業
法
施
行
を
目
指
し
て

増
税
分
の
確
実
な
転
嫁
の
実
現
に
向
け

働
き
か
け
強
化

◆
10
月
か
ら
消
費
税
10
％
に
増
税

　

政
府
は
今
年
10
月
１
日
か

ら
、
消
費
税
率
を
８
％
か
ら

10
％
に
引
き
上
げ
る
予
定
で

あ
る
。
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
は
昨
年
10
月
の
臨
時
閣

議
に
お
い
て
、
消
費
税
引
き

上
げ
に
際
し
て
は
﹁
あ
ら
ゆ

る
政
策
を
総
動
員
し
、
経
済

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

全
力
で
対
応
す
る
﹂
と
述
べ

て
い
る
。

　

全
ト
協
で
は
、
２
０
１
９

年
度
事
業
計
画
骨
子
の
中
で

﹁
消
費
税
の
増
税
に
係
る
円

滑
な
転
嫁
の
促
進
﹂
を
重
点

施
策
に
掲
げ
て
お
り
、
消
費

税
増
税
分
の
確
実
な
転
嫁
の

実
現
を
図
る
た
め
、
関
係
機

関
に
対
し
て
様
々
な
働
き
か

け
を
推
進
し
て
い
く
。

「
長
時
間
労
働
是
正
」「
処
遇
・
労
働
条
件
改
善
」
に
邁
進
す
る
１
年
に

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性
向
上
へ
の
動
き
も
本
格
化

トラック運送業界 今年の動き
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2019.1.1—
1.15

N
ew

s 2018.12.20—
2019.1.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

︻
解
説
︼
働
き
方
改
革
関
連
法
は
、

昨
年
、
国
会
で
成
立
後
７
月
６
日
に
公

布
さ
れ
た
も
の
で
、
①
働
き
方
改
革
の

総
合
的
か
つ
継
続
的
な
推
進
（
雇
用

対
策
法
）、
②
長
時
間
労
働
の
是
正
、

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
等
（
労

働
基
準
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
等
）、

③
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な
い
公
正
な

待
遇
の
確
保（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、

労
働
契
約
法
、
労
働
者
派
遣
法
）
︱

︱
の
３
項
目
が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
２
番
目
の

労
働
時
間
制
度
等
の
見
直
し
を
中
心

Ａ�

時
間
外
の
上
限
規
制
の
他
、

年
休
の
時
季
指
定
義
務
や
労

働
時
間
の
把
握
義
務

　

今
年
は
４
月
か
ら
、
働
き
方
改

革
関
連
法
の
施
行
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
す
る
よ
う
で
す
が
、
項
目
も

多
く
施
行
日
も
ま
ち
ま
ち
で
分
か
り

づ
ら
い
た
め
、
少
し
整
理
し
て
ご
説

明
願
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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４月１日から施行され
る働き方改革関連法の
改正項目の内容は

に
主
要
な
点
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
長
時
間
労
働
の
是
正
と
い

う
こ
と
で
、
４
月
１
日
か
ら
時
間
外

労
働
に
つ
い
て
法
律
に
よ
る
上
限
規
制

が
導
入
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、﹁
36
協
定
﹂

で
延
長
で
き
る
時
間
外
労
働
の
限
度

時
間
を
従
来
の
告
示
に
よ
る
も
の
か

ら
法
律
事
項
に
格
上
げ
し
た
も
の
で
、

原
則
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
が

上
限
で
す
。
例
外
と
し
て
、
繁
忙
期

な
ど
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
年
６
か
月
ま
で
は
月
45
時
間

を
超
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
た

だ
し
歯
止
め
と
し
て
年
間
で
７
２
０
時

間
、
１
か
月
１
０
０
時
間
未
満
（
休

日
労
働
を
含
む
）、
複
数
月
平
均
80

時
間
（
同
）
の
限
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と
６
か
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
上
限

規
制
の
中
小
企
業
に
対
す
る
適
用
は

来
年
の
４
月
１
日
か
ら
で
す
。
ま
た
、

自
動
車
運
転
の
業
務
に
つ
い
て
は
５
年

の
猶
予
期
間
が
あ
り
、
適
用
後
も
上

限
時
間
は
年
９
６
０
時
間
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、４
月
１
日
か
ら
使
用
者
に
は
、

労
働
者
に
対
し
年
次
有
給
休
暇
を
時

季
指
定
し
て
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
年
休
消
化
の
た
め
、
使
用

者
に
よ
る
計
画
的
付
与
の
制
度
が
あ

り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
10
日
以
上
の

年
休
を
有
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、

毎
年
、
５
日
分
に
つ
い
て
は
使
用
者
側

か
ら
時
季
指
定
を
し
て
取
得
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
労
働

者
が
自
ら
５
日
以
上
年
休
を
取
ら
な

い
場
合
、本
人
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、

無
理
に
で
も
最
低
５
日
は
消
化
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
行
し
な
い
と

労
働
者
１
人
当
た
り
最
高
30
万
円
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
で
は
、
医

師
に
よ
る
面
接
指
導
等
労
働
者
に
対

す
る
健
康
確
保
措
置
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
労
働
時
間
の
把
握
方

法
に
つ
い
て
法
令
上
の
定
め
が
設
け
ら

れ
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
記
録
、
パ

ソ
コ
ン
等
の
電
子
計
算
機
の
使
用
時

間
の
記
録
等
の
客
観
的
な
方
法
そ
の

他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
労
働
時

間
の
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
面

接
指
導
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
要

件
の
一
つ
に
、
休
憩
時
間
を
除
き
１
週

間
当
た
り
40
時
間
を
超
え
て
労
働
さ

せ
た
時
間
が
１
か
月
当
た
り
１
０
０
時

間
を
超
え
た
場
合
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、

同
80
時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
産
業
医
・
産
業
保
健
機

能
の
強
化
措
置
の
ほ
か
、
努
力
義
務

と
し
て
、
前
日
の
終
業
と
翌
日
の
始

業
時
刻
の
間
に
一
定
時
間
の
休
息
を
確

保
す
る﹁
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
﹂

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
４
月
１
日
施
行
の
事
項
の

う
ち
、
実
務
上
特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
も
の
の
み
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
か
に
は
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
の
実
現
と
い
う
こ
と
で
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
の
見
直
し
、﹁
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
﹂
の
創
設
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　あなたは降雪時に片側１車線の道路を走行しています。前方には
スリップにより動けなくなり停止している車があります。この場面にはど
のような危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運
転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 107回〕「降雪時、事故車のある道路の走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
１
月
８
日
、
平
成
30

年
12
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
。

　

30
年
12
月
の
運
賃
指
数

は
、前
月
比
６
ポ
イ
ン
ト
増
、

前
年
同
月
比
10
ポ
イ
ン
ト
増

の
１
３
７
だ
っ
た
。

　

12
月
末
の
求
車
登
録
件
数

は
20
万
３
６
２
２
件
で
、
前

年
同
月
比
１
万
２
５
４
９
件
増

（
６
・
６
％
増
）と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
運
賃
指
数
と
求
車

登
録
件
数
は
、
引
き
続
き
例

年
を
大
き
く
上
回
る
水
準
で

推
移
し
た
。

（
１
月
１
日
〜
１
月
31
日
）

▽
１
月
17
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
３
回
総
務
委
員
会

▽
１
月
22
日

・
平
成
31
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

労
働
基
本
方
針
を閣議

決
定

「
働
き
方
改
革
」で
能
力
発
揮

　

政
府
は
平
成
30
年
12
月
28

日
、
労
働
施
策
基
本
方
針
を

閣
議
決
定
し
た
。

　
﹁
労
働
施
策
の
総
合
的
な

推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充

実
等
に
関
す
る
法
律
﹂
に
基

づ
く
も
の
で
、
労
働
者
が
能

力
を
有
効
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
労
働
に
関

す
る
施
策
の
基
本
的
な
方
針

を
定
め
た
も
の
。

　

方
針
は
、﹁
働
き
方
改
革

実
行
計
画
﹂
に
規
定
さ
れ
て

い
る
施
策
を
中
心
に
構
成
さ

れ
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
均

衡
の
取
れ
た
待
遇
の
確
保
な

ど
誰
も
が
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
の
実
現
な
ど
を
目
指

し
て
い
る
（
図
）。

図　労働施策基本方針の概要

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

を
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
制
度
５
号
指
定

業
種
に
再
指
定

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

受
け
や
す
く

　

経
済
産
業
省
・
中
小
企
業

庁
は
平
成
30
年
12
月
20
日
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
つ
い

て
、
31
年
１
月
１
日
～
３
月

31
日
の
期
間
で
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
５
号
指

定
業
種
の
再
指
定
を
行
う
こ

と
を
発
表
し
た
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

制
度
は
、
中
小
企
業
信
用
保

険
法
第
２
条
第
５
項
第
５
号

（
全
国
的
に
業
況
の
悪
化
し

て
い
る
業
種
に
属
す
る
中
小

事
業
者
）
に
基
づ
き
業
種
指

定
を
行
い
、
指
定
業
種
に
属

す
る
中
小
企
業
者
が
金
融
機

関
か
ら
事
業
資
金
を
借
り
入

れ
る
際
、
信
用
保
証
協
会
が

そ
の
債
務
を
保
証
す
る
制

度
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
融
機

関
の
貸
し
出
し
リ
ス
ク
が
信

用
保
証
協
会
に
よ
っ
て
カ
バ

ー
さ
れ
る
た
め
、
中
小
企
業

者
は
融
資
を
受
け
や
す
く
な

る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の

認
定
業
種
と
し
て
、
10
年
９

月
か
ら
30
年
12
月
ま
で
継
続

し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は

31
年
１
月
以
降
の
再
指
定
に

つ
い
て
、
国
土
交
通
省
を
通

じ
、
中
企
庁
に
対
し
て
申
請

を
行
っ
て
い
た
。

 

店
舗
配
送
車
両
の

駐
車
場
共
同
利
用
を
開
始

コ
ン
ビ
ニ
大
手
３
社

　

経
済
産
業
省
は
１
月
10

日
、
経
産
省
支
援
の
も
と
、

㈱
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
、
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
㈱
ロ
ー
ソ
ン
が
店
舗
配

送
用
車
両
の
駐
車
場
共
同
利

用
に
つ
い
て
合
意
し
た
と
発

表
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

は
全
国
で
約
５
万
８
０
０
０

店
舗
あ
り
、
ま
た
コ
ン
ビ
ニ

大
手
３
社
は
災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
く
指
定
公
共
機
関

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
一
方
、
都
市
部
の
繁

華
街
で
は
店
舗
配
送
用
の
ト

ラ
ッ
ク
が
入
れ
る
駐
車
場
が

少
な
く
、
ま
た
人
手
不
足
に

よ
り
配
送
車
両
の
２
人
乗
務

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
。

　

今
回
の
合
意
で
は
、
コ
ン

ビ
ニ
大
手
３
社
の
う
ち
い
ず

れ
か
複
数
社
の
店
舗
が
近
接

す
る
場
所
に
お
い
て
、
駐
車

場
を
共
同
利
用
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
か

つ
確
実
に
駐
車
場
を
確
保
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
持

続
的
な
店
舗
配
送
物
流
の
維

持
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

１
月
15
日
か
ら
は
１
案
件

目
と
し
て
、
タ
イ
ム
ズ
津
田

沼
前
原
西
第
４
駐
車
場
（
千

葉
県
船
橋
市
）
の
一
部
区
画

を
改
装
し
、
近
接
す
る
２
店

舗
（
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ
ン
船

橋
前
原
西
２
丁
目
店
、
ロ
ー

ソ
ン
津
田
沼
東
店
）
に
配
送

す
る
車
両
が
同
区
画
を
専
用

で
利
用
す
る
。

　

経
産
省
で
は
今
後
、
大
手

コ
ン
ビ
ニ
３
社
の
共
同
利
用

を
促
進
す
る
ほ
か
、
３
社
以

外
の
コ
ン
ビ
ニ
各
社
や
他
の

小
売
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

の
共
同
利
用
な
ど
、
駐
車
場

の
共
同
利
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
進
む
基
盤
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
く
。

 

食
品
輸
出
を
支
援

合
同
チ
ー
ム
会
合
を
開
催

　

経
済
産
業
・
農
林
水
産
両

省
は
平
成
30
年
12
月
26
日
、

﹁
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

促
進
合
同
チ
ー
ム
﹂
会
合
を

開
き
、
輸
出
支
援
策
ガ
イ
ド

を
公
表
し
た
ほ
か
、
ジ
ェ
ト

ロ
の
輸
出
相
談
窓
口
を
強
化

・
一
元
化
す
る
こ
と
な
ど
を

決
め
た
。

　

輸
出
支
援
策
と
し
て
は
、

輸
出
に
つ
い
て
調
べ
る
方
法

の
ほ
か
、
商
品
の
開
発
・
生

産
、
販
路
の
開
拓
、
輸
出
の

リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
農
政
局

と
経
済
産
業
局
と
の
連
携
強

化
、
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）

を
活
用
し
た
輸
出
の
取
り
組

み
状
況
、
原
産
地
証
明
書
の

申
請
・
発
給
手
続
き
の
電
子

化
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

 

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
か
ら

の
荷
卸
し
時
の
事
故
防
止

徹
底
を
呼
び
か
け

灯
油
に
ガ
ソ
リ
ン
が
混
入

し
た
事
故
を
受
け
て

　

消
防
庁
は
平
成
30
年
12
月

27
日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
対
し
て
、
移
動
タ
ン
ク

貯
蔵
所
か
ら
の
荷
卸
し
時
に

係
る
事
故
防
止
の
徹
底
に
つ

い
て
要
請
を
行
っ
た
。

　

30
年
12
月
７
日
、
三
重
県

内
の
給
油
取
扱
所
で
、
ガ
ソ

リ
ン
が
混
入
し
た
灯
油
を
顧

客
に
販
売
し
た
事
案
が
発

生
。
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の

運
転
者
（
危
険
物
取
扱
者
）

が
当
該
営
業
用
給
油
取
扱
所

に
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
を
同
時

に
荷
卸
し
す
る
際
、
移
動
タ

ン
ク
貯
蔵
所
の
弁
（
荷
卸
し

配
管
に
設
置
さ
れ
て
い
る
中

間
バ
ル
ブ
）
の
閉
鎖
が
不
完

全
で
あ
っ
た
た
め
、
灯
油
に

ガ
ソ
リ
ン
が
混
入
し
た
。
し

か
し
、
同
運
転
者
は
、
灯
油

に
ガ
ソ
リ
ン
が
混
入
し
た
こ

と
を
認
識
し
た
も
の
の
、
給

油
取
扱
所
に
報
告
を
行
わ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
給
油
取
扱

所
の
従
業
員
（
危
険
物
取
扱

者
）
は
、
同
作
業
に
お
い
て

必
要
な
立
会
い
を
行
っ
て
い

 

東
京
２
０
２
０
大
会
期
間

中
の
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進
を
要
請

東
京
都

　

東
京
都
で
は
、
平
成
30
年

８
月
に
﹁
２
０
２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
発

足
し
、
東
京
２
０
２
０
大
会

の
円
滑
な
大
会
運
営
・
輸
送

の
実
現
と
、
経
済
活
動
の
維

持
と
の
両
立
を
図
る
た
め
、

交
通
量
の
抑
制
や
分
散
・
平

準
化
を
行
う
﹁
交
通
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）﹂

を
推
進
し
て
い
る
。

　

30
年
12
月
19
日
に
は
同
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
含
む

27
団
体
に
対
し
、
九
都
県
市

首
脳
会
議
の
連
名
で
﹁
東
京

２
０
２
０
大
会
期
間
中
の
Ｔ

Ｄ
Ｍ
推
進
に
つ
い
て
﹂
が
発

な
か
っ
た
。

　

同
事
案
の
発
生
を
受
け
て

消
防
庁
で
は
、
火
災
や
流
出

事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
、
給
油
取
扱
所
の
危
険
物

取
扱
者
お
よ
び
移
動
タ
ン
ク

貯
蔵
所
の
危
険
物
取
扱
者
が

相
互
に
立
ち
会
い
、
適
切
な

手
順
に
従
っ
て
作
業
を
行
う

こ
と
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

出
さ
れ
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
画
、
夏
季
休
暇
制
度
や

テ
レ
ワ
ー
ク
・
時
差
出
勤
制

度
の
導
入
の
ほ
か
、
物
流
に

お
い
て
は
配
送
の
時
間
変
更

や
ル
ー
ト
変
更
な
ど
、
大
会

時
の
混
雑
を
避
け
る
準
備
に

つ
い
て
働
き
か
け
を
行
う
よ

う
要
請
し
た
。

　

全
ト
協
で
は
こ
れ
を
受

け
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
対
し
、
東
京
２
０
２

０
大
会
の
円
滑
な
運
営
の
た

め
、
交
通
量
の
抑
制
や
分
散

等
に
協
力
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

な
お
、﹁
２
０
２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
へ
の
参

加
登
録
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

2020tdm
.tokyo

）
を
参
照

の
こ
と
。

昨
年
、
過
去
最
少
の

３
５
３
２
人

交
通
事
故
死
者
数

　

警
察
庁
が
１
月
４
日
に
ま

と
め
た
、
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
統
計
に
よ
る
と
、
平

成
30
年
中
の
死
者
数
は
、
前

年
比
１
６
２
人
減
（
４
・
４

％
減
）
の
３
５
３
２
人
と
な

り
、
同
庁
が
保
有
す
る
昭
和

23
年
以
降
の
統
計
で
最
少
と

な
っ
た
。

　

山
本
順
三
国
家
公
安
委
員

会
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト
と
し

て｢

今
な
お
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は

変
わ
り
な
く
、
飲
酒
運
転
等

の
悪
質
・
危
険
な
運
転
に
よ

る
事
故
も
後
を
絶
た
な
い
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
確

保
等
を
重
点
と
し
て
、
諸
対

策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き

た
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

経 産 省

﹁
荷
主
と
の
取
引
に
関
す

る
実
態
調
査
﹂
を
実
施

物
流
事
業
者
に
協
力
依
頼

　

公
正
取
引
委
員
会
は
、﹁
荷

主
と
の
取
引
に
関
す
る
実
態

調
査
﹂を
実
施
し
て
お
り
、物

流
事
業
者
に
対
し
て
調
査
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

公
取
委
で
は
、
荷
主
と
物

流
事
業
者
と
の
取
引
に
お
け

る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
効

果
的
に
規
制
す
る
観
点
か

ら
、
独
占
禁
止
法
の
規
定
に

基
づ
い
て﹁
物
流
特
殊
指
定
﹂

を
定
め
、
取
引
の
公
正
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
調
査
は
、
事
前
に
公
取

委
が
荷
主
に
対
し
て
取
引
の

あ
る
物
流
事
業
者
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
を
基
に
、
物
流
事
業
者
に

対
し
て
書
面
調
査
を
実
施
す

る
も
の
。
調
査
対
象
の
物
流

事
業
者
に
対
し
、
１
月
28
日

㈪
を
提
出
期
限
と
し
て
回
答

へ
の
協
力
を
求
め
て
い
る
。

　

同
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
公
取
委
・
書
面
調

査
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
２
７
・
１

１
１
、
平
日
９
時
30
分
～
12

時
、13
時
～
17
時
30
分
）ま
で
。

公 取 委

運
賃
指
数
・
求
車
登
録
件
数
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
大
幅
増

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃
指
数 

平
成
30
年
12
月
分

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！

プロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に

事業用トラックは車体が大きいことから、
・急な車線変更
・不用意なクラクション
・公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
などは、一般乗用車より目立ち、交通弱者や沿
道の住民の方にとって、より迷惑に感じられま
す。プロトラックドライバーは、交通法規を守
るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバー
の見本となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社
会問題化しています。あおり運転や無理な割り
込みなど、他車から迷惑行為を受けても冷静に
対応しましょう。

　当協会提供のラジオ番組『全日本トラック協会Presentsドライバー
ズ・リクエスト』（TBSラジオ系列全国33局ネット）は、トラック運送
業界の安全や環境等の取り組み等を内外に広くPRするとともに、
車に関する話題や音楽で全国のドライバーの皆さんの安全運行をサ
ポートします。
 『ドライバーズ・リクエスト』では、皆さんからのお便り・リクエストを
お待ちしています。お便り・リクエストは、TBSラジオ『ドライバーズ・
リクエスト』のホームページからお寄せください。

 ※『ドライバーズ・リクエスト』は、放送終了後もTBSラジオのクラウド型ラ
ジオサービス「TBSラジオクラウド」や、スマートフォンアプリ「ラジオク
ラウド」で聴取可能です。ぜひご利用ください。

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！
全日本トラック協会 presents TBSラジオ系列全国33局ネット

『全日本トラック協会 presents ドライバーズ・リクエスト』放送局一覧
（TBSラジオをキーステーションに全国33局ネット）

エリア 放送局 時間 エリア 放送局 時間
関　東 TBS ラジオ 13:42～13:52 和歌山県 和歌山放送 12:30～12:40
北海道 北海道放送 15:35～15:45 島根県

鳥取県 山陰放送 13:05～13:15
青森県 青森放送 13:05～13:15
秋田県 秋田放送 12:10～12:20 岡山県 山陽放送 12:50～13:00
岩手県 岩手放送 12:25～12:35 広島県 中国放送 17:15～17:25
山形県 山形放送 12:20～12:30 山口県 山口放送 14:50～15:00
宮城県 東北放送 12:20～12:30 香川県 西日本放送 12:50～13:00
福島県 ラジオ福島 16:10～16:20 徳島県 四国放送 13:10～13:20
新潟県 新潟放送 12:23～12:32 愛媛県 南海放送 15:00～15:10
長野県 信越放送 13:35～13:45 高知県 高知放送 13:05～13:15
富山県 北日本放送 16:00～16:10 福岡県 RKB毎日放送 13:32～13:41
石川県 北陸放送 13:50～14:00 長崎県

佐賀県 長崎放送 12:15～12:25
福井県 福井放送 12:50～13:00
山梨県 山梨放送 12:30～12:40 大分県 大分放送 12:10～12:20
静岡県 静岡放送 12:30～12:40 熊本県 熊本放送 12:20～12:30

東　海 CBC ラジオ 13:41～13:50
宮崎県 宮崎放送 16:20～16:30

鹿児島県 南日本放送 13:00～13:10
関　西 毎日放送 16:52～17:00 沖縄県 琉球放送 14:50～15:00

 ※特別番組などにより放送時間が変更になる場合があります。
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ミ
ナ
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ニ
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ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
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庁
ニ
ュ
ー
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N
ew

s 2018.12.26—
2019.1.15

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①積雪した道路では、スリップ等により停止してい
る車が少なくありませんが、積雪路面は滑りやす
く停止距離が長くなることに加えて、降雪時は視
界が悪くなるため発見が遅れやすいなど悪条件
が重なります。積雪した道路や降雪時に走行す
る時は、常にも増して緊張感をもち集中力を高
めて危険の早期発見に努めましょう。また、積雪
路面では、いつもと同じブレーキングでは間に
合いませんから、早目のブレーキングを心がけ
ましょう。
②事故等で停止した車両の周辺には、車から降り
た人が歩き回っていることがあります。こうした
人のなかには、気が動転して、車道に出ることの
危険性を忘れてしまっていることもありますから、
停止車両を追い越していく時は、その周辺に人
がいないかどうかをしっかり確認しましょう。ま
た、人を認めた時は、車道に出てくるかもしれな
いと考えて速度を落とし、人の動向に十分注意し
ましょう。
③積雪した路面での急ハンドルや急ブレーキ等の
運転操作はスリップの大きな原因となりますが、
対向車が接近している状況での停止車両の追越
しは、そうした危険な運転操作を招く恐れがあり

①漫然と運転していると、停止車両の発見が遅れて
衝突する危険があります（図１）。

②停止車両の背後に人影が見えます。停止車両を追
い越していくときに人が出てくると、はねる危険
があります（図２）。

③対向車が見えます。停止車両を追い越していくと、
対向車と衝突する危険があります（図３）。

　あなたは降雪時に片側１車線の道路を
走行しています。前方にはスリップにより動
けなくなり停止している車があります。この
場面にはどのような危険がありますか。ま
た、危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

ます。対向車がいないか、もしくはかなり遠
い位置にいて余裕をもって追越しができる
場合以外は、対向車が通過するのを待って
から追越しをするようにしましょう。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～速度編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 �道路標識等により速度が指定されていない一般道路における大型貨物自動
車の最高速度は時速50キロである。（ ○・× ）

❷	 �道路標識等により速度が指定されていない高速自動車国道の本線車道にお
ける準中型貨物自動車の最高速度は時速80キロである。（ ○・× ）

❸	 �道路標識等により速度が指定されていない高速自動車国道の本線車道にお
ける、車両総重量が8,000キログラム以上、最大積載重量が5,000キログラ
ム以上の中型貨物自動車の最高速度は時速80キロである。（ ○・× ）

❹	 �道路の構造上往復の方向別に分離されていない高速自動車国道の本線車道
における最高速度は、道路標識等により速度が指定されていない場合は、
自動車の種別を問わず、時速60キロである。（ ○・× ）

❺	 �道路標識等により速度が指定されていない自動車専用道路における大型貨
物自動車の最高速度は時速60キロである。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

国
土
交
通
・
経
済
産
業
両

省
は
１
月
８
日
、
高
速
道
路

で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
に

つ
い
て
、﹁
後
続
車
無
人
シ
ス

テ
ム
﹂
の
公
道
実
証
を
行
う

と
発
表
し
た
。
１
月
22
日
か

ら
２
月
28
日
ま
で
、
新
東
名

高
速
道
路
で
行
う
と
し
て
お

り
、
最
大
３
台
の
ト
ラ
ッ
ク

が
、
時
速
70
㌔
㍍
で
車
間
距

離
約
10
㍍
の
車
群
を
組
ん
で

走
行
す
る
。
今
年
度
の
実
証

実
験
は
、
後
続
車
有
人
状
態

事
業
主
向
け
助
成
金
を

受
け
た
事
業
主
の一
部
が

追
加
給
付
の
対
象
に

対
象
件
数
延
べ
30
万
件
に

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
11

日
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど

事
業
主
向
け
助
成
金
を
過
去

に
受
け
た
事
業
主
の
一
部
に

対
し
、
追
加
給
付
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
日
に
公
表
さ

れ
た
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に

お
い
て
、
全
数
調
査
す
る
と

し
て
い
た
と
こ
ろ
を
一
部
抽

出
調
査
で
行
っ
て
い
た
こ
と

に
よ
り
、
平
成
16
年
以
降
の

同
調
査
に
お
け
る
賃
金
額
が

低
め
に
出
て
い
た
こ
と
か
ら
、

同
調
査
の
平
均
給
与
額
の
変

動
を
基
礎
と
し
て
、
ス
ラ
イ

ド
率
等
を
算
定
し
て
い
る
雇

用
保
険
制
度
等
に
お
け
る
給

付
額
に
影
響
が
生
じ
た
こ
と

を
受
け
て
の
対
応
。

　

追
加
給
付
の
対
象
と
な
る

事
業
主
は
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
支
給
決
定
の
対
象
と
な

っ
た
休
業
等
期
間
の
初
日
が

16
年
８
月
～
23
年
７
月
で
あ

っ
た
か
、
26
年
８
月
以
降
で

あ
っ
た
事
業
主
等
。
対
象
件

数
は
延
べ
30
万
件
、
給
付
費

は
約
30
億
円
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。

　

対
象
と
な
る
事
業
主
に
対

し
て
は
、
関
係
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
に
所
在
地
デ
ー

タ
が
残
っ
て
い
る
事
業
主
に
つ

い
て
は
手
紙
に
て
連
絡
が
送

付
さ
れ
る
。
ま
た
、
所
在
地

デ
ー
タ
が
な
い
、
ま
た
は
移

転
等
で
所
在
地
が
不
明
と
な

っ
た
事
業
主
に
つ
い
て
は
事

業
主
か
ら
の
申
し
出
が
必
要

と
な
る
。
な
お
、
詳
細
は
厚

労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

の
こ
と
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
厚
労

省
で
は
事
業
主
向
け
助
成
金

を
16
年
以
降
に
受
給
し
た
事

業
主
に
対
し
て
、
支
給
申
請

書
類
一
式
や
支
給
決
定
通
知

書
な
ど
の
保
管
を
行
う
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

 

運
輸
業
・
郵
便
業
で
は
入

職
者
・
離
職
者
数
と
も
に

減
少

平
成
30
年
上
半
期

雇
用
動
向
調
査

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
30
年

12
月
26
日
、
平
成
30
年
上
半

期
雇
用
動
向
調
査
の
結
果
を

公
表
し
た
。

　

同
調
査
は
、
全
国
の
主
要

産
業
に
属
す
る
５
人
以
上
の

常
用
労
働
者
を
雇
用
す
る
事

業
所
に
お
け
る
入
職
者
・
離

職
者
数
、
入
職
者
・
離
職
者

の
性
別
・
年
齢
階
級
、
離
職

理
由
等
の
状
況
を
、
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

30
年
上
半
期
の
入
職
者
数

は
４
５
７
万
４
１
０
０
人
、
離

職
者
数
は
４
３
１
万
７
９
０

０
人
で
、
差
引
25
万
６
２
０

０
人
の
入
職
超
過
。
前
年
同

期
に
比
べ
、
入
職
者
は
17
万

１
６
０
０
人
減
少
、
離
職
者

は
12
万
６
２
０
０
人
増
加
し

た
。

　

運
輸
業
・
郵
便
業
で
は
、

入
職
者
数
は
19
万
１
１
０
０

人
、
離
職
者
数
は
17
万
７
３

０
０
人
。前
年
同
期
に
比
べ
、

入
職
者
は
５
万
４
３
０
０
人

減
少
、
離
職
者
も
３
万
７
７

０
０
人
減
少
し
た
。

　

30
年
上
半
期
の
転
職
入
職

者
の
賃
金
変
動
状
況
を
み
る

と
、前
職
の
賃
金
に
比
べ
﹁
増

加
﹂し
た
割
合
は
36
・
９
％
、

﹁
減
少
﹂
し
た
割
合
は
35
・

１
％
、﹁
変
わ
ら
な
い
﹂
の
割

合
は
26
・
６
％
と
な
り
、
前

年
に
引
き
続
い
て
﹁
増
加
﹂

が
﹁
減
少
﹂
を
上
回
っ
た
。

　

転
職
入
職
者
が
前
職
を
辞

め
た
理
由
を
み
る
と
、
男
性

は
﹁
そ
の
他
の
理
由
（
出
向

等
を
含
む
）﹂（
32
・
１
％
）

を
除
く
と
﹁
定
年
・
契
約
期

間
の
満
了
﹂
が
20
・
０
％
と

最
も
多
く
、﹁
給
与
等
収
入

が
少
な
か
っ
た
﹂（
９
・
５
％
）、

﹁
労
働
時
間
、
休
日
等
の
労

働
条
件
が
悪
か
っ
た
﹂（
８
・

７
％
）
と
続
い
た
。
女
性
は

﹁
そ
の
他
の
理
由
（
同
）﹂

（
25
・
７
％
）
を
除
く
と
、

﹁
定
年
・
契
約
期
間
の
満

了
﹂
が
17
・
６
％
と
最
も
多

く
、﹁
労
働
時
間
、
休
日
等

の
労
働
条
件
が
悪
か
っ
た
﹂

（
13
・
２
％
）、﹁
職
場
の
人

間
関
係
が
好
ま
し
く
な
か
っ

た
﹂（
10
・
４
％
）が
続
い
た
。

 

平
成
31
年
度
大
学
等
卒
業

予
定
者
の
取
扱
い
を
決
定

都
道
府
県
労
働
局
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
31

年
度
の
大
学
、
短
期
大
学
お

よ
び
高
等
専
門
学
校
卒
業
・

修
了
予
定
者
（﹁
大
学
等
卒

業
予
定
者
﹂）
に
つ
い
て
、
適

正
な
採
用
・
就
職
活
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
労

働
局
お
よ
び
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
お

け
る
取
扱
い
に
つ
い
て
決
定

し
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
の
経
済
団
体
に
対
し
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

同
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

（
一
社
）
日
本
経
済
団
体
連

合
会
に
お
い
て
﹁
採
用
選
考

に
関
す
る
指
針
﹂、
大
学
等

（
就
職
問
題
懇
談
会
）
に
お

い
て
﹁
大
学
、
短
期
大
学
及

び
高
等
専
門
学
校
卒
業
・
修

了
予
定
者
に
係
る
就
職
に
つ

い
て
（
申
合
せ
）﹂
を
定
め
、

双
方
が
こ
れ
を
遵
守
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
指
針
お
よ
び
同
申
合
せ

の
内
容
を
踏
ま
え
た
31
年
度

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る

大
学
等
卒
業
予
定
者
の
求
人

の
取
扱
い
は
、
①
求
人
票
・

求
人
要
項
等
の
展
示
・
公
開

＝
４
月
１
日
以
降
、
求
人
受

理
開
始
＝
２
月
１
日
以
降
、

職
業
紹
介
＝
６
月
１
日
以

降
、
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
作

成
す
る
求
人
情
報
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
の
発
行
＝
４
月
１

日
以
降
︱
︱
な
ど
。

　

詳
細
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

 

業
務
改
善
助
成
金
の

助
成
率
を
引
き
上
げ

最
低
賃
金
引
上
げ
を
支
援

　

厚
生
労
働
省
で
は
こ
の
ほ

ど
、﹁
平
成
30
年
度
最
低
賃

金
引
上
げ
支
援
中
小
企
業
向

け
業
務
改
善
助
成
金
﹂
に
つ

い
て
、
拡
充
を
行
う
こ
と
を

発
表
し
た
。

　

業
務
改
善
助
成
金
は
、
生

産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投

資
を
行
い
、
事
業
場
内
最
低

賃
金
を
一
定
額
以
上
引
き
上

げ
た
場
合
に
、
設
備
投
資
に

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
。
事
業
場
内
最

低
賃
金
８
０
０
円
未
満
で
、

最
低
賃
金
を
30
円
以
上
引
き

上
げ
た
事
業
場
に
つ
い
て
、

表
１
の
通
り
助
成
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
回

追
加
措
置
さ
れ
る
制
度
概
要

は
表
２
の
通
り
。

　

な
お
、
助
成
金
の
30
年
度

申
請
受
付
は
１
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
助
成
金
に

関
す
る
詳
細
は
、
厚
労
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
助
成
金
特
設

サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。

で
、
安
全
確
保
の
た
め
、
す

べ
て
の
車
両
に
テ
ス
ト
コ
ー

ス
で
経
験
を
積
ん
だ
ド
ラ
イ

バ
ー
が
乗
車
す
る
。

　

開
発
中
の
後
続
車
無
人
シ

ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て
必

要
と
な
る
機
能
が
設
計
通
り

作
動
す
る
こ
と
の
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
隊

列
が
周
辺
走
行
車
両
の
乗
員

か
ら
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

る
か
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認

す
る
。

　

政
府
は
、
早
け
れ
ば
２
０

２
２
年
の
商
業
化
に
向
け
て
、

20
年
に
高
速
道
路（
新
東
名
）

で
の
後
続
車
無
人
で
の
隊
列

走
行
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

 

﹁
取
引
環
境
と
長
時
間
労

働
の
改
善
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
全
国
で
開
催

具
体
的
改
善
事
例
を
紹
介

　

国
土
交
通
省
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
取
引
条
件

の
改
善
や
長
時
間
労
働
の
改

善
、
生
産
性
向
上
に
役
立
つ

方
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る

﹁
荷
主
と
運
送
事
業
者
の
協

力
に
よ
る
取
引
環
境
と
長
時

間
労
働
の
改
善
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
、
全
国
で
開
催

す
る
。

　

国
交
省
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
お
け
る
荷
待
ち

時
間
の
削
減
や
荷
役
作
業
の

効
率
化
な
ど
長
時
間
労
働
の

抑
制
を
図
る
た
め
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
の
成
果
を
取
り
ま

と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
機
能
の
安
定

的
・
継
続
的
な
提
供
を
可
能

と
す
る
た
め
に
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
違
反
を
防
止
し
つ

つ
運
行
に
必
要
と
な
る
コ
ス

ト
構
成
や
効
率
的
な
運
送
を

可
能
と
す
る
運
行
事
例
等
に

つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
詳
細
５
面
）
を

策
定
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
周
知
や
、
具
体
的
な

改
善
事
例
の
紹
介
を
目
的
と

し
て
、
荷
主
お
よ
び
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
を
対
象
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表

の
通
り
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
費

は
無
料
。
参
加
申
し
込
み
等

に
関
す
る
詳
細
は
、
国
交
省

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
参
照
の

こ
と
。

 

基
準
緩
和
自
動
車
認
定
要
領

等
に
係
る
パ
ブ
コ
メ
を
募
集

２
月
６
日
ま
で
受
付

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
、

政
府
の
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
﹁
ｅ
︲
Ｇ
ｏ
ｖ
﹂
に
お
い

て
、
基
準
緩
和
自
動
車
の
認

定
要
領
等
の
一
部
改
正
に
係

る
意
見
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

意
見
・
情
報
受
付
締
切
日
は

２
月
６
日
。

　
﹁
基
準
緩
和
自
動
車
の
認

定
要
領
に
つ
い
て
（
依
命
通

達
）﹂
お
よ
び
﹁
基
準
緩
和

自
動
車
の
行
政
処
分
等
要
領

に
つ
い
て
﹂
を
見
直
し
、
①

一
定
の
条
件
を
付
し
て
の
幅

広
の
建
築
資
材
運
搬
に
関
す

る
積
載
条
件
の
緩
和
、
②
法

令
遵
守
が
さ
れ
て
い
な
い
事

業
者
に
対
す
る
認
定
条
件
・

処
分
要
領
の
厳
格
化
︱
︱
を

図
る
も
の
。

　

①
で
は
、
長
大
の
単
体
物

品
を
輸
送
す
る
た
め
の
全
幅

が
２
・
５
㍍
を
超
え
る
幅
広

の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
に
よ
り
、

幅
お
よ
び
長
さ
が
２
・
５
㍍

を
超
え
る
合
成
床
板
、
建
築

用
パ
ネ
ル
そ
の
他
の
建
設
資

材
を
、
車
両
総
重
量
28
㌧
を

限
度
に
、
複
数
枚
積
載
・
輸

送
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

ほ
か
、
積
載
物
落
下
防
止
用

の
ス
タ
ン
シ
ョ
ン
・
固
縛
金

具
を
備
え
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
車
両
総
重
量
36
㌧
を
限

度
に
複
数
積
載
・
輸
送
を
可

能
に
す
る
。

　

②
で
は
、
事
業
停
止
等
の

行
政
処
分
を
受
け
た
申
請
者

か
ら
の
認
定
申
請
に
つ
い
て

は
、
処
分
中
お
よ
び
処
分
期

間
終
了
か
ら
３
か
月
（
事
業

停
止
等
の
悪
質
違
反
の
場
合

は
６
か
月
）
間
は
認
定
で
き

な
い
こ
と
と
す
る
。
そ
の
ほ

か
、幅
広
貨
物
、長
尺
貨
物
、

長
大
・
超
重
量
単
体
物
品
、

ま
た
は
コ
ン
テ
ナ
を
積
載
す

る
た
め
に
緩
和
を
受
け
た
自

動
車
が
制
限
事
項
に
違
反
し

積
載
貨
物
を
落
下
さ
せ
た
場

合
（
違
反
点
数
８
点
）、
幅

広
貨
物
を
積
載
す
る
た
め
に

緩
和
を
受
け
た
自
動
車
が
、

幅
広
貨
物
以
外
の
複
数
枚
積

載
・
輸
送
を
し
た
場
合
（
同

３
点
）
を
違
反
事
項
と
し
て

追
加
す
る
。

　

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
受

付
後
、
２
月
上
旬
の
通
達
発

出
、
３
月
１
日
の
施
行
（
事

業
停
止
等
の
行
政
処
分
を
受

け
た
申
請
者
へ
の
措
置
に
関

す
る
事
項
の
み
９
月
１
日
の

施
行
）
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。

表 1　「業務改善助成金」拡充内容
対象 現行の助成率 拡充後の助成率

事業場内最低賃金
800 円未満の事業
場

7/10 または 3/4 4/5

3/4 または 4/5（生産性
要件を満たす場合） 9/10（同）

表 2　拡充に伴い追加措置される制度
事業場内最
低賃金の引
き上げ額

引き上げる
労働者数

助成上
限額

助成対象
事業場 助成率

30 円以上

1 ～ 3 人 50 万円
事業場内最低
賃金 800 円未
満の事業場※

4/5（生産性
要 件 を 満 た
し た 場 合 に
は 9/10）

4 ～ 6 人 70 万円

7 人以上 100 万円

※�助成率引き上げの対象は、地域別最低賃金 800 円未満の、青森、岩手、
宮城、秋田、山形、福島、鳥取、島根、徳島、香川、愛媛、高知、佐賀、
長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄の 19 県のうち、事業場内最低
賃金 800 円未満の事業場に限られる。

表　セミナー開催スケジュール
日程 場所 定員

名古屋 2 月  5 日（火） TKP ガーデンシティ PREMIUM 名古屋ルーセントタワー 180 人
東京① 2 月  ７日（木） TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター 255 人
東京② 2 月 13 日（水） TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター 255 人
大阪 2 月 15 日（金） TKP ガーデンシティ新大阪 177 人
福岡 2 月 19 日（火） TKP 博多駅前シティセンター 135 人
札幌 2 月 22 日（金） TKP 札幌カンファレンスセンター 165 人

※各会場とも開催時間は 14:00 ～ 16:00

後
続
車
無
人
を
実
証

ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
で30年12月に実施された実証実験
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か
し
こ
に
み
て
取
れ
る
。
健

康
状
態
・
身
だ
し
な
み
の
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
、
出
発
・

到
着
時
の
無
線
連
絡
と
、
出

発
・
到
着
予
定
時
刻
の
記

録
、
出
勤
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
連
絡
チ

ェ
ッ
ク
表
な
ど
、
社
内
の
運

行
管
理
に
関
わ
る
も
の
は
全

て
書
面
で
記
録
を
残
し
、
誰

も
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
（
写
真
㊤
）。

　
﹁
と
に
か
く
ミ
ス
が
な
い
よ

う
に
、
運
行
に
関
わ
る
全
員

が
互
い
に
気
持
ち
よ
く
仕
事

を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
し
て
、﹃
当
社
で
は
こ
れ
だ

け
し
っ
か
り
と
運
行
管
理
・

健
康
管
理
を
し
て
い
ま
す
﹄

と
言
え
る
だ
け
の
内
容
で
も

っ
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
書
面
化
・
デ
ー
タ
化

を
行
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
で
は
、
輸
送
品
質
を

支
え
る
運
行
管
理
・
安
全
管

理
・
健
康
管
理
に
つ
い
て
、

各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す

る
。

①
出
勤
時
連
絡

　

し
っ
か
り
と
運
行
管
理
を

行
っ
て
い
て
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
寝
坊
し
た
り
、
体
調
を
崩

し
た
り
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
の

リ
ス
ク
管
理
と
し
て
行
っ
て

い
る
の
が
、
出
勤
時
の
電
話

連
絡
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
家

を
出
る
時
間
を
事
前
申
告
さ

せ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
そ
の
時

間
に
事
務
所
へ
電
話
連
絡
を

す
る
。
そ
の
連
絡
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
が
家
を
出
る
時
間
と

出
社
時
間
が
分
か
る
一
覧
表

﹁
出
勤
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
連
絡
チ
ェ

ッ
ク
表
﹂
に
毎
日
記
録
し
、

確
認
す
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
自
身

の
携
帯
電
話
の
番
号
だ
け
で

な
く
、
非
常
時
の
連
絡
先
と

し
て
、自
宅
の
固
定
電
話
や
、

配
偶
者
・
両
親
と
い
っ
た
家

族
の
携
帯
電
話
番
号
も
教
え

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
本
人
と
連
絡
が
つ
か
な

か
っ
た
場
合
に
も
、
す
み
や

か
に
現
在
の
状
態
を
確
認
で

き
る
よ
う
、
二
重
・
三
重
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　

全
て
は
取
引
先
に
迷
惑
を

か
け
ぬ
よ
う
、
定
時
運
行
を

行
う
た
め
だ
。

　
﹁
寝
坊
な
ら
ま
だ
し
も
、

体
調
不
良
や
万
一
の
こ
と
も

あ
る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
管
理
の
た
め
に
も
、
出

勤
時
の
連
絡
・
確
認
は
徹
底

し
て
い
ま
す
。
社
員
に
は
負

担
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
皆

し
っ
か
り
対
応
し
て
く
れ
て

お
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

② 

即
時
報
告
（
遅
延
対
応
、

荷
物
事
故
）

　

即
時
の
連
絡
・
報
告
に
よ

る
リ
ス
ク
管
理
は
、
出
勤
時

連
絡
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
遅

延
や
荷
物
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
も
同
様
だ
。

　

例
え
ば
、
指
定
の
着
時
間

に
到
着
し
、
先
方
の
都
合
で

待
機
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
務
所
へ
連

絡
を
入
れ
る
。
そ
れ
を
受
け

た
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
荷

主
企
業
の
担
当
者
に
﹁
ト
ラ

ッ
ク
は
指
定
時
間
に
到
着
し

て
い
る
が
待
た
さ
れ
て
お
り
、

荷
卸
し
ま
で
に
か
か
っ
た
時

間
分
の
待
機
料
を
請
求
す

る
﹂
旨
を
電
話
連
絡
す
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、﹁
待
機

料
が
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
卸
さ
せ
る
（
＝
無
料

で
即
荷
卸
し
）﹂
の
か
、﹁
今

は
ど
う
し
て
も
卸
せ
な
い
か

ら
、
待
機
料
を
支
払
う
の
で

待
っ
て
く
だ
さ
い
（
＝
有
料

で
待
機
）﹂
と
な
る
の
か
、
荷

主
企
業
に
対
応
を
判
断
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　
﹁﹃
待
つ
﹄
と
い
う
行
為
に

経
費
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
る
に
は
、
事
後
報
告

に
な
っ
て
は
何
の
意
味
も
あ

り
ま
せ
ん
。
荷
待
ち
が
発
生

し
て
い
る
そ
の
時
に
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
連
絡
す
る
こ
と

が
必
須
で
す
﹂（
同
）

　

荷
物
事
故
に
お
い
て
は
、

即
時
連
絡
を
﹁
後
か
ら
の
ト

ラ
ブ
ル
﹂
の
回
避
に
繋
げ
て

い
る
。
例
え
ば
、
荷
物
の
外

装
が
変
形
し
て
い
て
も
、
中

身
に
何
の
異
常
も
な
い
場
合

が
あ
る
。
そ
う
し
た
際
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
荷
受
け
担
当

者
に
確
認
を
取
り
、
そ
の
旨

を
事
務
所
に
報
告
。
受
け
取

っ
て
も
ら
え
た
場
合
で
も
、

そ
れ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
、

事
務
所
を
通
じ
て
相
手
に
報

告
し
て
お
け
ば
、
後
か
ら
問

題
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

　

適
正
運
賃
収
受
の
た
め
に

は
、
荷
主
企
業
と
の
良
好
な

関
係
性
と
、
荷
主
企
業
が
納

得
し
満
足
す
る
仕
事
内
容
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に

同
社
が
行
っ
て
い
る
特
色
的

な
対
策
を
み
て
い
こ
う
。

①
傭
車
ゼ
ロ

　

取
引
先
が
13
社
と
、
比
較

的
取
引
先
数
の
少
な
い
同
社

は
、
原
則
と
し
て
直
接
の
顧

客
以
外
の
仕
事
は
し
な
い
、

つ
ま
り
傭
車
に
よ
る
運
行
を

行
わ
な
い
方
針
を
と
っ
て
い

る
。
ま
た
、取
引
先
か
ら
も
、

﹁
傭
車
を
出
さ
ず
、
富
士
貨

物
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん

で
ほ
し
い
﹂
と
い
う
要
望
が

多
く
、
そ
の
根
本
に
は
、
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
内

容
に
対
す
る
取
引
先
か
ら
の

圧
倒
的
な
信
頼
が
あ
る
。﹁
取

引
を
多
層
化
さ
せ
な
い
﹂、

﹁
顔
の
見
え
る
相
手
と
し
か

仕
事
は
で
き
な
い
し
、
信
用

も
生
ま
れ
な
い
﹂
と
い
う
山

崎
社
長
の
強
い
ポ
リ
シ
ー
も

ま
た
、
高
い
輸
送
品
質
を
支

え
て
い
る
。

②
休
日
の
運
賃

　

同
社
で
は
基
本
、
休
日
で

あ
る
日
曜
の
仕
事
は
断
る
よ

う
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
取
引
先
か
ら
休
日
の
輸
送

依
頼
が
入
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
そ
う
し
た
場
合
の
対
応

も
特
長
的
だ
。
ま
ず
、
同
社

で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹁
日
曜

出
勤
不
可
届
﹂、つ
ま
り
﹁
急

に
今
週
日
曜
の
運
行
が
入
っ

た
場
合
、
私
は
出
勤
す
る
こ

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、﹃
荷

物
事
故
や
失
敗
は
、素
直
に
、

そ
し
て
早
く
教
え
て
く
だ
さ

い
﹄と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

失
敗
に
よ
っ
て
信
用
が
失
わ

れ
る
の
は
、
失
敗
を
し
た
時

で
は
な
く
、
失
敗
を
隠
し
て

お
い
た
こ
と
が
後
か
ら
発
覚

し
た
時
で
す
。
素
直
か
つ
即

座
に
報
告
し
、
対
応
策
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
信

用
は
失
わ
れ
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　

そ
う
し
た
荷
物
事
故
等
の

事
案
が
発
生
し
た
場
合
も
す

ぐ
に
書
面
化
し
、
そ
れ
を
回

覧
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

社
員
全
員
が
情
報
を
共
有
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
山
崎
社
長
は
、

﹁﹃
急
い
で
い
た
か
ら
﹄、﹃
忙

し
か
っ
た
か
ら
﹄
を
安
全
確

保
・
輸
送
品
質
の﹃
言
い
訳
﹄

に
し
な
い
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ト
ラ
ブ
ル
や
仕
事
量
の
多
さ

に
直
面
し
た
時
に
は
す
ぐ
に

申
し
出
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
。

③
﹁
最
新
の
課
題
﹂
へ
の
す

み
や
か
な
対
策

　

同
社
の
取
り
組
み
の
﹁
即

時
性
﹂
に
つ
い
て
は
、
①
②

で
触
れ
て
き
た
と
お
り
だ
が
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
に
つ
い

て
、
山
崎
社
長
は
﹁
新
し
い

こ
と
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
み

た
く
な
る
、
新
し
も
の
好
き

な
の
で
す
。
新
し
い
取
り
組

み
で
、
効
果
が
あ
り
そ
う
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
に
実

践
し
ま
す
。﹃
で
き
る
こ
と
は

全
部
や
り
た
い
﹄
と
い
う
性

分
で
す
﹂
と
笑
う
。

　

佐
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
馬
渡
雅
敏
会
長
）
が
提
供

す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
運
転
者
教
育
シ
ス

テ
ム
﹁
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ト
ラ

ッ
ク
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
﹂
も
い

ち
早
く
取
り
入
れ
て
ド
ラ
イ

バ
ー
教
育
に
役
立
て
た
り
、

29
年
に
車
輪
脱
落
事
故
の
増

加
が
問
題
に
な
っ
た
際
も
、

社
内
で
﹁
車
輪
脱
落
事
故
防

止
講
習
﹂
を
す
み
や
か
に
実

施
し
た
り
す
る
な
ど
、﹁
取

り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い

こ
と
は
、
す
ぐ
に
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
て
実
践
す
る
﹂
と

い
う
精
神
が
社
内
の
隅
々
ま

で
浸
透
し
て
い
る
。

と
が
で
き
ま
せ
ん
﹂
と
い
う

書
面
を
毎
週
提
出
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、

急
に
日
曜
の
運
行
が
決
ま
っ

た
場
合
、
届
出
を
提
出
し
な

か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
声
を

か
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
運
行
を

担
当
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
決

定
し
、
運
行
の
依
頼
を
即
座

に
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
た
、
休
日
に
ト
ラ
ッ
ク

　

今
ま
で
み
て
き
た
よ
う

に
、
何
か
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

起
こ
っ
た
場
合
、﹁
す
ぐ
に
連

絡
・
報
告
↓
改
善
﹂
と
い
う

シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
る
同

社
。
何
か
起
こ
っ
た
﹁
そ
の

瞬
間
﹂
に
即
座
に
対
応
し
、

同
じ
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
な
、
あ
る
い
は
同
じ

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
っ
た

場
合
で
も
す
み
や
か
に
対
応

を
１
台
走
ら
せ
る
と
い
う
こ

と
は
即
ち
、
車
両
・
ド
ラ
イ

バ
ー
・
運
行
管
理
者
を
稼
働

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

同
社
で
は
通
常
の
１
運
行
の

運
賃
に
加
え
、
運
行
管
理
者

等
の
費
用
と
し
て
別
途
必
要

経
費
を
請
求
し
て
い
る
。

　
﹁
当
社
の
日
曜
運
行
の
請

求
に
応
じ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
も
、
お
客
様
が
当
社
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
運
行

・
健
康
管
理
の
内
容
を
分
か

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
。

お
客
様
が
来
社
し
た
際
に

は
、点
呼
場
を
ご
案
内
し
て
、

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
や
血
圧

計
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

行
・
健
康
管
理
の
た
め
の
取

り
組
み
を
し
っ
か
り
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
ご
覧
い
た

だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

③
改
善
提
案

　

積
み
込
み
・
荷
卸
し
の
現

場
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
し

で
も
危
険
だ
と
感
じ
る
箇
所

が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、

す
ぐ
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
報
告

さ
せ
、
取
引
先
に
そ
の
箇
所

で
き
る
よ
う
な
社
内
の
体
制

整
備
の
積
み
重
ね
が
同
社
最

大
の
特
色
で
あ
り
、
そ
れ
が

運
賃
値
上
げ
の
成
功
と
適
正

運
賃
の
収
受
に
直
結
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
同
社
が
荷
主
企
業

と
の
間
で
築
き
あ
げ
て
き
た

良
好
な
信
頼
関
係
は
、
山
崎

社
長
い
わ
く
﹁﹃
親
し
き
仲

に
も
礼
儀
を
も
っ
て
接
し
ま

す
が
、
言
う
べ
き
こ
と
は
言

わ
せ
て
い
た
だ
く
﹄
と
い
う

姿
勢
﹂
に
基
づ
い
て
お
り
、

そ
れ
は
、
旧
来
の
﹁
お
客
様

に
言
わ
れ
た
こ
と
は
そ
の
ま

ま
全
部
し
な
く
て
は
い
け
な

い
﹂
と
い
う
主
従
関
係
で
は

な
く
、互
い
に
高
め
合
え
る
、

五
分
五
分
の
対
等
な
関
係
だ
。

　

し
か
し
、
同
社
の
運
賃
値

上
げ
交
渉
は
、
最
初
か
ら
成

功
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し

て
な
い
。15
年
前
の
こ
と
だ
。

取
引
先
に
運
賃
の
値
上
げ
交

渉
を
す
る
と
、﹁
運
賃
を
上

げ
る
の
で
あ
れ
ば
も
う
取
引

は
し
な
い
﹂
と
言
わ
れ
、
取

引
を
や
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
２
～
３
か
月

後
、
そ
の
取
引
先
か
ら
﹁
値

上
げ
交
渉
の
際
に
提
示
さ
れ

た
運
賃
で
構
わ
な
い
か
ら
、

ま
た
当
社
の
仕
事
を
受
け
て

も
ら
え
な
い
か
﹂
と
い
う
電

話
が
入
っ
た
の
だ
。

　
﹁
そ
の
取
引
先
と
は
、
現

在
も
良
好
な
取
引
と
関
係
が

続
い
て
い
ま
す
。お
客
様
が
、

運
賃
が
上
が
っ
た
と
し
て
も

ま
た
当
社
に
仕
事
を
頼
も
う

と
思
っ
て
く
れ
た
の
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
現
場
で
頑
張
っ

て
そ
れ
だ
け
い
い
仕
事
を
し

て
く
れ
て
い
た
か
ら
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
は
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
経
営
者

は
金
額
し
か
見
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
人
達
は
、
金
額
よ
り

も
﹃
作
業
し
や
す
い
か
ど
う

か
﹄
を
み
て
く
れ
る
も
の
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
普
段
か

ら
い
い
仕
事
を
し
て
く
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
値
上
げ
も

受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が

を
伝
え
、
安
全
の
た
め
の
改

善
に
繋
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
﹁
客
先
で
何
か
起
き
た
場

合
、﹃
以
前
か
ら
危
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
﹄
と
言
う

の
で
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま

せ
ん
。
気
付
い
た
時
に
す
ぐ

報
告
す
れ
ば
、
そ
の
場
で
効

果
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
﹂
と
山
崎
社
長

が
言
う
と
お
り
、
こ
こ
で
も

徹
底
し
た
取
引
先
へ
の
﹁
即

時
連
絡
と
先
手
対
応
﹂
が
同

社
の
安
全
と
信
頼
に
繋
が
っ

て
い
る
。

で
き
る
の
で
す
。
15
年
前
の

件
も
そ
う
で
し
た
が
、
私
は

今
も
、
運
賃
の
値
上
げ
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
な
い
時

は
、
お
取
引
を
や
め
る
と
い

う
強
い
覚
悟
を
も
っ
て
交
渉

に
臨
ん
で
い
ま
す
。
適
正
運

賃
の
収
受
、
運
賃
の
値
上
げ

に
お
い
て
重
要
な
の
は
﹃
現

場
で
の
仕
事
の
質
﹄
で
す
。

机
の
上
だ
け
で
運
賃
交
渉
は

で
き
ま
せ
ん
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
富
士
貨
物
自

動
車
㈱　

山
崎
唯
之
代
表
取

締
役

　

佐
賀
県
神
埼
市
に
本
社
を

置
く
富
士
貨
物
自
動
車
㈱

は
、
佐
賀
県
・
福
岡
県
を
中

心
に
九
州
北
部
で
の
一
般
貨

物
輸
送
を
手
が
け
る
。
主
な

輸
送
品
目
は
、
自
動
車
関
連

製
品
や
建
材
等
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
10
月
。
取
引
先

13
社
の
う
ち
、
運
賃
ベ
ー
ス

が
低
か
っ
た
５
社
に
対
し
て

値
上
げ
要
請
を
実
施
し
た
同

社
は
、
平
均
で
10
％
の
運
賃

値
上
げ
に
成
功
し
た
。

　

同
社
で
は
今
ま
で
に
も
、

適
正
運
賃
収
受
の
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
５

年
前
に
は
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
を
導
入
。
ま
た
、
３
年
ほ

ど
前
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
よ
り
、
仕
事
の
依
頼
が

あ
っ
て
も
断
る
よ
う
な
事
態

が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、
同

時
期
に
取
引
を
開
始
し
た
自

動
車
関
連
製
品
輸
送
業
務

は
、
時
間
の
正
確
性
が
強
く

求
め
ら
れ
る
仕
事
で
も
あ

り
、
①
輸
送
品
質
の
さ
ら
な

る
向
上
、
②
ド
ラ
イ
バ
ー
の

確
保
、
③
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保

の
た
め
の
原
資
＝
運
賃
の
値

上
げ
︱
︱
の
３
点
を
実
施
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
折
、い
わ
ゆ
る
﹁
ヤ

マ
ト
シ
ョ
ッ
ク
﹂
が
起
き
る
。

以
降
、
路
線
大
手
各
社
の
値

上
げ
は
、
同
社
に
と
っ
て
大

き
な
追
い
風
と
な
っ
た
。
同

社
の
企
業
努
力
も
、
も
は
や

限
界
に
達
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
ヤ
マ
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
好
機

と
と
ら
え
た
山
崎
社
長
は
、

取
引
先
の
う
ち
、
運
賃
ベ
ー

ス
が
低
く
、
業
績
も
良
好
な

５
社
に
対
し
て
値
上
げ
を
行

う
こ
と
を
決
意
。
人
手
不
足

の
中
で
安
定
し
た
輸
送
を
行

う
た
め
の
費
用
と
し
て
、
そ

し
て
、
将
来
的
な
ド
ラ
イ
バ

ー
確
保
の
た
め
、
山
崎
社
長

は
動
き
出
す
。

　

29
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
、
現

場
担
当
者
と
と
も
に
、
荷
主

企
業
の
担
当
者
や
経
営
者
に

対
し
て
、
近
々
運
賃
の
値
上

げ
を
実
施
す
る
旨
、
現
場
や

地
元
商
工
会
の
会
合
の
場
な

ど
に
お
い
て
、
口
頭
で
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
開
始
し
た
。

　

値
上
げ
後
の
運
賃
に
関
し

て
は
、原
価
計
算
に
基
づ
き
、

積
込
料
・
荷
卸
し
料
な
ど
の

附
帯
料
金
込
み
の
、
幅
を
も

た
せ
た
包
括
的
な
料
金
を
算

出
。
具
体
的
な
値
上
げ
の
実

施
方
法
に
関
し
て
は
、
同
業

他
社
の
経
営
者
か
ら
聞
い
た

成
功
事
例
を
取
り
入
れ
た
。

　

そ
の
方
法
と
は
、
机
に
向

か
い
合
っ
て
の
﹁
値
上
げ
交

渉
﹂
で
は
な
く
、
文
書
持
参

で
の
﹁
値
上
げ
通
告
﹂。﹁
平

成
30
年
10
月
１
日
か
ら
、
運

賃
を
○
％
値
上
げ
し
ま
す
﹂

　

値
上
げ
さ
れ
た
運
賃
＝
適

正
運
賃
に
見
合
う
﹁
内
容
﹂

と
し
て
求
め
ら
れ
る
、
安
全

管
理
と
輸
送
品
質
に
関
す
る

と
い
う
文
書
と
、
値
上
げ
後

の
運
賃
表
を
各
社
に
配
布
し

た
の
だ
。

　

運
賃
の
値
上
げ
交
渉
に
よ

っ
て
、
荷
主
企
業
が
取
引
を

や
め
、
よ
り
運
賃
の
安
い
他

社
に
﹁
乗
り
換
え
る
﹂
リ
ス

ク
を
承
知
の
上
で
、
値
上
げ

を
断
行
し
た
山
崎
社
長
。
そ

同
社
の
取
り
組
み
内
容
は
多

岐
に
わ
た
る
。
同
社
の
事
務

所
に
は
、﹁
輸
送
品
質
を
上

げ
る
た
め
の
工
夫
﹂
が
そ
こ

の
行
動
の
根
幹
に
は
、
同
社

が
行
っ
て
い
る
仕
事
内
容
や

取
り
組
み
に
対
す
る
適
正
価

格
（
運
賃
・
料
金
）
を
、
荷

主
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

の
重
要
性
が
あ
る
。

　
﹁
運
賃
の
値
上
げ
交
渉
を

す
る
に
は
、そ
れ
相
応
の
﹃
内

容
﹄
が
必
要
で
す
。
我
々
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
足
元

に
は
、
ま
ず
﹃
安
全
第
一
﹄

の
理
念
が
あ
り
ま
す
。
安
全

の
た
め
の
取
り
組
み
を
徹
底

し
、
足
元
を
し
っ
か
り
と
固

め
る
こ
と
が
、
運
賃
交
渉
の

土
台
に
な
る
の
で
す
﹂（
山

崎
社
長
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
是
正
と
処
遇
改
善
︑

労
働
条
件
の
改
善
等
を
目
指
す
た
め
に
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
︒

罰
則
付
き
時
間
外
労
働
規
制
の
適
用
が
開
始
さ

れ
る
見
込
み
の
２
０
２
４
年
度
に
︑
時
間
外
労

働
年
９
６
０
時
間
超
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
が
発
生

す
る
事
業
者
の
割
合
を﹁
ゼ
ロ
﹂と
す
る
た
め
に
︑

業
界
を
挙
げ
て
の
﹁
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
へ
の

力
強
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑本
企
画
で
は﹁
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
︑
働
き
方
改
革
の
実
現
に

向
け
て
運
送
事
業
者
が
推
進
す
べ
き
４
つ
の
取

り
組
み
に
関
し
て
︑
各
内
容
に
取
り
組
ん
で
い

る
運
送
事
業
者
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

ま
す
︒

　

今
回
は
後
編
と
し
て
︑﹁
適
正
取
引
の
推
進
﹂

と
﹁
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
﹂
に
取
り
組

ん
で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
︒

わ
が
社
に
お
け
る「
働
き
方
改
革
」へ
の
取
り
組
み

社内の運行管理をはじめ、健康状態、身だしなみチェックなど全てを記録、保存し、誰でも閲覧
できるようにしている

同社が高い輸送品質を維持できるのも「安全第一」の理念が土台となっているから。なお、安全性優良事
業所「Ｇマーク」は制度発足後すぐに認定を受け、現在も継続している

山崎　唯之
代表取締役

富士貨物自動車㈱
［山崎　唯之　代表取締役］

所在地	 佐賀県神埼市神埼町鶴 3316
資本金	 2,300 万円
設　立	 昭和 18 年 5月
従業員数	 34 人（うちドライバー28 人）
車両数	 32 台

後 編

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の「
働
き
方
改
革
」実
現
に
向
け
て

『広報とらっく』 
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「
適
正
取
引
の
推
進
（
適
正
運
賃
・
料
金
の
収
受
）」

荷
主
と
の
良
好
な
関
係
性
を
構
築

「
徹
底
し
た
運
行
管
理
」と「
高
い
輸
送
品
質
」を
提
供

富
士
貨
物
自
動
車
㈱
（
佐
賀
県
神
埼
市
）

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
の
至
上

命
題
は
︑
安
全
で
良
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
確
保
・
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
あ

り
︑
そ
の
た
め
に
は
適
正
運
賃
の
収
受
が
不

可
欠
で
す
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
改
善
の
た
め
に
も
︑
賃
金
の
原
資
と
な

る
運
賃
・
料
金
を
適
正
な
価
格
で
収
受
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
社
内
の
安
全
管
理
・
運
行
管
理

・
ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
を
徹
底
し
︑
運
賃
ア
ッ

プ
に
見
合
う
﹁
高
い
輸
送
品
質
﹂
を
提
供
す

る
こ
と
で
︑
荷
主
企
業
と
対
等
な
信
頼
関
係

を
構
築
し
︑
運
賃
の
値
上
げ
に
成
功
し
て
い

る
︑
佐
賀
県
の
富
士
貨
物
自
動
車
㈱
（
山
崎

唯
之
代
表
取
締
役
）の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
︒

「
ヤ
マ
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
好
機
に

運
賃
の
10
％
値
上
げ
に
成
功

即
時
連
絡
・
先
手
対
応
を
徹
底

対
策
は
「
ス
ピ
ー
ド
が
命
」

荷
主
も
納
得
す
る

「
輸
送
品
質
の
適
正
単
価
と
し
て
の
運
賃
」

対
等
な
立
場
で
築
く「

荷
主
企
業
と
の
良
好
な
関
係
」

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
非
常
に
大
切
に
し
て
お
り
、

山
崎
社
長
は
こ
ま
め
に
休
憩
室
等
に

顔
を
出
し
ふ
れ
あ
う
機
会
を
も
つ
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の
提
案
で
始
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
導
入
当
初
は
、
飯

尾
社
長
も
﹁
こ
れ
は
さ
す
が

に
広
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
﹂
と
考
え
て
い
た
が
、﹁
ハ

イ
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
気
分

が
高
ま
る
﹂
と
い
う
効
果
が

あ
り
、
現
在
は
多
く
の
人
が

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
、
提
案
し
た

女
性
社
員
が
率
先
し
て
ハ
イ

タ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
し
た
こ

と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ

ー
も
は
に
か
み
な
が
ら
ハ
イ

タ
ッ
チ
に
応
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
﹁
か
つ
て
当
社
で
は
、
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

不
足
し
て
い
ま
し
た
。
過
去

に
何
も
社
内
ト
ラ
ブ
ル
が
な

け
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
に
社

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
サ
ン
ク
ス
カ
ー

ド
の
成
功
も
あ
り
、
女
性
社

員
か
ら
は
﹃
当
社
を
雰
囲
気

の
い
い
会
社
に
し
て
い
く
﹄

た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が

提
案
さ
れ
ま
す
。
経
営
者
と

し
て
は
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を

実
行
に
移
し
、
全
て
の
社
員

が
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
働
け

る
会
社
に
し
て
い
く
た
め
の

﹃
場
づ
く
り
﹄
が
、
今
後
も

求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
っ
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　

こ
う
し
た
女
性
社
員
の
ア

イ
デ
ア
は
、
人
材
獲
得
の
面

で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
自
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
求
人
情
報
を
掲

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
運

送
業
に
対
し
て
、﹁
き
つ
い
・

汚
い
・
危
険
﹂の
い
わ
ゆ
る

﹁
３
Ｋ
職
場
﹂の
イ
メ
ー
ジ

を
も
つ
人
は
少
な
く
な
い
た

め
、
運
送
会
社
へ
の
就
職
を

検
討
し
て
も
家
族
な
ど
か
ら

止
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の

結
果
、
就
職
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
少

は
男
だ
ら
け
の
職
場
の
中
の

﹁
一
服
の
清
涼
剤
﹂
的
存
在

で
あ
り
、
女
性
社
員
と
打
ち

解
け
て
家
族
な
ど
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
の
話
も
す
る
ド
ラ
イ
バ

こ
で
、
そ
れ
ま
で
同
社
で
行

っ
て
い
な
か
っ
た
朝
礼
を
新
た

に
行
う
よ
う
に
し
、
ま
ず
は

内
勤
事
務
員
よ
り
率
先
し
て

朝
礼
の
際
に
カ
ー
ド
を
書

き
、
そ
の
内
容
を
発
表
さ
せ

る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
所
に
は
新
た

に
壁
掛
け
ポ
ケ
ッ
ト
を
設
け

た
。壁
掛
け
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、

会
長
（
先
代
社
長
）
や
飯
尾

社
長
を
は
じ
め
全
社
員
の
ポ

ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
カ
ー
ド
を

書
い
た
人
は
そ
の
カ
ー
ド
を

相
手
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
ら
れ
た
カ
ー
ド

は
、
毎
月
20
日
の
給
与
支
給

日
に
、
給
与
明
細
書
に
同
封

し
て
社
員
に
渡
し
て
い
る
。

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
社
員

が
嬉
し
く
感
じ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
た

カ
ー
ド
を
社
員
の
家
族
が
目

に
す
る
こ
と
で
、
社
内
で
の

仕
事
ぶ
り
が
家
族
に
も
共
有

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
﹁
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
は
、

女
性
社
員
の
発
案
で
始
ま
っ

ー
も
い
た
。
女
性
社
員
の
と

こ
ろ
に
は
、
男
性
管
理
者
よ

り
も
ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
す
る

多
種
多
様
な
情
報
が
入
っ
て

き
て
お
り
、
同
社
に
と
っ
て

女
性
社
員
は
﹁
情
報
源
﹂
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
女
性
の
事
務
社
員
は
社

内
で
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、

社
内
の
様
々
な
情
報
が
集
中

し
ま
す
。
そ
う
し
た
情
報
を

活
か
し
な
が
ら
、﹃
女
性
の
ア

イ
デ
ア
﹄
で
新
し
い
取
り
組

み
が
で
き
れ
ば
、
と
期
待
し

て
い
ま
し
た
﹂（
飯
尾
社
長
）

　

同
社
で
は
、
毎
週
月
曜
日

の
昼
に
事
務
連
絡
会
を
行
っ

て
い
る
（
写
真
㊦
）。
こ
こ
に

は
飯
尾
社
長
の
ほ
か
事
務
社

員
が
参
加
し
、
昼
食
を
取
り

な
が
ら
こ
の
１
週
間
の
予
定

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
共
有

を
図
っ
て
い
る
。
一
方
、
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
集
ま
る

機
会
は
月
１
回
の
安
全
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
同
士
が
話
を
す
る
機
会

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
同
社
で
は
社
員
同

士
が
会
話
で
き
る
よ
う
な

﹁
き
っ
か
け
﹂
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
も
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
よ
う

に
し
た
。

た
も
の
で
す
。
カ
ー
ド
を
書

く
こ
と
が
周
り
の
社
員
に
関

心
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な

り
、﹃
他
の
社
員
の
い
い
と
こ

ろ
を
褒
め
合
う
﹄
文
化
が
で

き
て
き
ま
し
た
。
他
人
か
ら

褒
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
人
は

大
き
く
成
長
し
て
い
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

で
は
、
荷
主
企
業
の
方
に
カ

ー
ド
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ

と
も
増
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

意
欲
向
上
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
同
業
他
社
の
方
に
カ
ー

ド
の
導
入
を
勧
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
導
入
し
て
も

な
か
な
か
続
け
ら
れ
な
い
方

が
多
い
よ
う
で
す
。し
か
し
、

そ
れ
に
く
じ
け
ず
に
、
社
長

自
ら
が
社
員
の
い
い
と
こ
ろ

を
探
し
て
カ
ー
ド
を
書
き
続

け
て
い
く
こ
と
で
、
社
内
の

雰
囲
気
は
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
﹂（
同
）

　

な
お
、
給
与
明
細
書
に
は

カ
ー
ド
の
ほ
か
に
﹁
社
長
通

信
﹂
も
同
封
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
飯
尾
社
長
が
社
員
へ
の

想
い
を
伝
え
る
た
め
に
26
年

か
ら
続
け
て
い
る
も
の
で
、

一
堂
に
会
す
る
機
会
の
少
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
が
会
話

す
る
上
で
の
き
っ
か
け
に
な

る
と
と
も
に
、
会
社
の
取
り

組
み
を
社
員
の
家
族
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
ツ
ー
ル
に

も
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
サ
ン
ク
ス
カ
ー

ド
の
ほ
か
に
も
、
女
性
社
員

の
ア
イ
デ
ア
で
始
ま
っ
た
取

り
組
み
が
あ
る
。

　

同
社
で
は
毎
月
20
日
の
給

与
支
給
日
前
日（
19
日
）に
、

﹁
一
生
懸
命
仕
事
に
励
ん
で

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
元
気
を

出
し
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
、

こ
の
日
も
女
性
社
員
が
豚
汁

を
用
意
し
、
乗
務
か
ら
戻
っ

て
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
味
わ

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
冬
の
寒

い
シ
ー
ズ
ン
に
外
で
働
く
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
温
か
い
豚
汁
は

と
て
も
う
れ
し
い
。
月
に
１

度
の
﹁
豚
汁
デ
ー
﹂
を
心
待

ち
に
し
、
当
日
は
豚
汁
を
楽

し
み
な
が
ら
、
会
話
に
花
を

咲
か
せ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多

い
と
い
う
。
な
お
、
夏
の
間

は
豚
汁
の
代
わ
り
に
そ
う
め

ん
が
提
供
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
29
年
か
ら
は
社
員

同
士
で
﹁
ハ
イ
タ
ッ
チ
﹂
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
る
（
写

真
㊤
）。
朝
、
事
務
所
か
ら

ド
ラ
イ
バ
ー
を
送
り
出
す
時

に
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
乗
務
を
終

え
て
帰
っ
て
き
た
時
に
も
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を

出
迎
え
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
女
性
社
員
か
ら

　

㈱
飯
尾
運
輸
は
、
地
場
輸

送
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し

て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
。

同
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
平

成
３
年
で
あ
る
が
、
事
業
の

歴
史
は
飯
尾
栄
治
社
長
の
曽

祖
父
が
生
活
雑
貨
の
運
搬
を

始
め
た
大
正
時
代
後
期
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
25
年
に
同
社
の
社

長
に
就
任
し
た
飯
尾
社
長
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら

社
内
の
労
務
問
題
に
頭
を
悩

ま
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
飯

尾
社
長
は
就
任
後
、﹁
会
社

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
決
意
し
、
様
々

な
施
策
に
打
っ
て
出
た
。
し

か
し
、
そ
の
変
革
が
や
や
急

す
ぎ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
古
株
の
ド
ラ
イ
バ

ー
と
の
間
に
溝
が
で
き
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
飯
尾
社

長
は
こ
の
で
き
ご
と
か
ら
、

社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と

い
う
。

　
﹁
社
内
の
雰
囲
気
を
良
く

し
た
い
﹂
と
考
え
た
飯
尾
社

長
は
、
４
人
の
女
性
事
務
社

員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
た
。

　

取
り
組
み
を
進
め
る
に
際

し
て
、
飯
尾
社
長
が
女
性
社

員
の
協
力
を
得
た
の
に
は
、

大
き
な
理
由
が
あ
る
。
同
社

に
限
ら
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
は
古
く
か
ら﹁
男
社
会
﹂

で
あ
っ
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ
て
、
事
務
職
の
女
性
社
員

　

会
話
へ
の
﹁
き
っ
か
け
﹂

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
同

社
で
は
２
年
ほ
ど
前
か
ら

﹁
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
﹂
を
導

入
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
他
の
社
員
に
何

か
を
し
て
も
ら
っ
た
際
に
、

感
謝
の
気
持
ち
を
カ
ー
ド
に

書
い
て
相
手
に
渡
す
も
の
で

あ
る
。
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
た

社
員
は
、﹁
自
分
の
言
動
が

他
の
人
か
ら
評
価
さ
れ
た
﹂

と
感
じ
る
こ
と
で
、
仕
事
に

も
一
層
身
が
入
る
よ
う
に
な

る
。

　

カ
ー
ド
を
導
入
し
た
当

初
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
く

社
員
は
少
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
飯
尾
社
長
は
社
員
の
い

い
と
こ
ろ
を
探
し
、
毎
日
５

枚
カ
ー
ド
を
書
く
よ
う
に
し

た
。
飯
尾
社
長
が
カ
ー
ド
へ

の
記
入
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
、
他
の
社
員
も
影
響
を
受

け
て
徐
々
に
カ
ー
ド
を
書
く

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
、﹁
乗

務
で
忙
し
い
の
に
、
い
つ
カ

ー
ド
を
書
け
ば
い
い
の
か
﹂

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
そ

周
り
の
社
員
を
褒
め
る
「
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
」

労
働
へ
の
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
ツ
ー
ル
に

心
に
潤
い
を
与
え
る
豚
汁
デ
ー
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

「
働
き
や
す
い
職
場
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
人
材
獲
得
へ

社
内
に
「
賃
金
検
討
会
」
を
新
た
に
設
置

労
使
と
も
に
納
得
度
高
い
評
価
制
度
を
構
築

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

﹁
社
員
同
士
の
会
話
が
増

え
、
社
内
の
雰
囲
気
が
良
く

な
っ
た
こ
と
で
、
社
員
の
定

着
率
が
高
ま
り
ま
し
た
﹂
と

飯
尾
社
長
は
語
る
。

　

一
方
で
、社
員
と
し
て
は
、

自
分
の
仕
事
ぶ
り
が
的
確
に

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
、
働
く

こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
し
づ

ら
く
な
り
、
仕
事
へ
の
意
欲

を
失
い
、
最
終
的
に
は
離
職

に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
﹁
社
員
に
と
っ
て
、﹃
給
料

の
良
さ
﹄
と
い
う
の
は
魅
力

の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

満
足
感
あ
る
形
で
会
社
に
定

着
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
給

与
や
手
当
を
継
続
的
に
上
げ

る
必
要
が
あ
り
、
現
在
の
経

営
環
境
で
は
な
か
な
か
難
し

い
の
も
事
実
で
す
。
ま
た
、

会
社
が
決
め
た
評
価
制
度
で

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹃
や
ら

さ
れ
感
﹄
が
生
じ
る
の
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
で
は

現
在
﹃
賃
金
検
討
会
﹄
を
設

置
し
、﹃
ど
の
よ
う
な
給
与

体
系
な
ら
魅
力
的
な
の
か
﹄、

ま
た
﹃
ど
の
よ
う
な
評
価
方

法
が
望
ま
し
い
の
か
﹄
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

給
与
体
系
や
評
価
方
法
に
つ

い
て
希
望
を
聞
き
、
そ
れ
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
経
営

者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
と
も
に

納
得
度
の
高
い
形
で
新
制
度

を
構
築
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　

一
方
で
、
若
年
層
の
社
員

の
中
に
は
﹁
休
暇
が
し
っ
か

り
取
れ
る
か
ど
う
か
﹂
を
大

事
に
し
て
い
る
人
も
多
い
。

﹁
給
与
面
で
の
改
善
も
大
事

で
す
が
、
当
社
で
は
﹃
社
員

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な

働
き
方
﹄
に
軸
足
を
置
き
、

社
員
か
ら
魅
力
的
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
会
社
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
﹂
と
飯
尾
社
長
が
語
る
よ

う
に
、
同
社
で
は
、
年
末
年

始
は
12
月
28
日
～
１
月
６
日

の
10
日
間
を
休
み
に
し
て
お

り
、
お
盆
休
み
も
10
日
間
設

け
て
い
る
と
い
う
。

＊

　

職
場
環
境
の
改
善
を
推
進

し
、
社
員
が
働
き
や
す
く
、

そ
し
て
働
く
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
職
場
・

会
社
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た

同
社
。
今
後
も
、
社
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、同
社
は
﹁
よ

り
働
き
甲
斐
の
あ
る
会
社
﹂

へ
の
進
化
を
続
け
て
い
く
。

（
取
材
協
力
）
㈱
飯
尾
運
輸

　

飯
尾
栄
治
代
表
取
締
役

リ
稼
ぎ
た
い
よ
う
な
人
材
を

同
業
他
社
に
紹
介
し
、
そ
の

会
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

そ
の
人
に
と
っ
て
は
満
足
感

あ
る
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
業
界
か
ら
の

人
材
流
出
阻
止
に
も
繋
が
り

ま
す
。
一
方
で
、
若
年
層
の

人
た
ち
に
業
界
の
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
一
昨
年
に
は

近
く
の
高
等
学
校
に
招
か

れ
、
業
界
に
関
す
る
講
演
を

し
て
き
ま
し
た
。
当
社
と
し

て
は
、
物
流
の
将
来
を
担
う

若
年
層
へ
の
訴
求
を
積
極
的

に
行
い
、
も
っ
と
物
流
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。そ
れ
と
と
も
に
、﹃
せ

っ
か
く
入
社
し
て
も
、
働
き

づ
ら
い
会
社
だ
と
仕
事
は
続

か
な
い
﹄
こ
と
を
肝
に
銘
じ

な
が
ら
、
社
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
軸
に
、

社
員
が
満
足
感
を
も
っ
て
長

く
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

も
継
続
し
て
い
き
ま
す
﹂（
同
）

し
く
、
な
か
な
か
休
み
が
と

れ
な
い
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

も
あ
り
、
求
職
者
の
中
に
は

﹁
せ
っ
か
く
運
送
会
社
に
就

職
し
て
も
、
健
康
な
状
態
で

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
﹂
と
い
う
懸
念

を
も
つ
人
も
少
な
く
は
な
い
。

　

同
社
で
は
、﹁
社
員
が
自

身
の
健
康
に
気
を
付
け
る
よ

う
で
な
け
れ
ば
、
仕
事
を
長

く
続
け
た
い
若
い
人
は
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
へ
の
就
職
を

敬
遠
し
て
し
ま
う
﹂
と
の
女

性
社
員
の
言
葉
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
社
員
の
健
康
づ
く

り
に
も
乗
り
出
す
よ
う
に
な

っ
た
。
昨
年
秋
に
は
、﹁
従

業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的

な
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企
業

等
の
法
人
﹂
を
認
証
す
る
、

経
済
産
業
省
﹁
健
康
経
営
優

良
法
人
２
０
１
９
﹂
の
申
請

を
行
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
甲

斐
も
あ
っ
て
、
同
社
で
は
20

代
か
ら
30
代
の
求
職
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き

て
い
る
と
い
う
。同
社
で
は
、

以
前
は
大
型
車
の
み
保
有
し

て
い
た
が
、
業
界
未
経
験
で

入
社
し
て
く
る
新
人
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

軽
貨
物
車
に
よ
る
貨
物
輸
送

も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
軽

貨
物
車
で
ま
ず
経
験
を
積

み
、
徐
々
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
き
、
最
終
的
に
大
型

車
に
乗
務
し
て
も
ら
う
と
い

う
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
明
確

化
さ
れ
た
こ
と
で
、
就
職
先

と
し
て
の
若
年
層
へ
の
訴
求

力
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
﹁
業
界
と
し
て
は
、
若
年

層
を
い
か
に
確
保
し
、
自
社

の
戦
力
と
し
て
育
て
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
若
年
層
が
せ
っ
か

く
入
社
し
て
も
、
彼
ら
に
と

っ
て
働
き
づ
ら
い
会
社
で
は

仕
事
も
続
か
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
当
社
は
地
場
輸

送
が
中
心
で
、﹃
当
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
は
自
宅
に
毎
日
帰

る
こ
と
が
で
き
る
﹄
こ
と
が

ひ
と
つ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中

に
は
稼
ぎ
た
い
と
い
う
一
心

で
当
社
の
門
を
叩
く
人
も
少

な
く
な
い
た
め
、
ど
う
し
て

も
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
が
ち

に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は

当
社
で
も
、
早
期
退
職
に
至

っ
て
し
ま
う
社
員
が
少
な
か

ら
ず
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

獲
得
し
た
若
年
層
の
社
員
が

早
期
に
退
社
し
て
し
ま
う
こ

と
は
、
当
社
に
と
っ
て
も
そ

の
社
員
に
と
っ
て
も
、
お
互

い
に
不
幸
で
す
。
そ
こ
で
、

当
社
で
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
人
材
紹
介
の
仕

事
を
始
め
ま
し
た
。
バ
リ
バ

な
く
な
い
。
そ
こ
で
、﹁
そ
う

し
た
業
界
イ
メ
ー
ジ
の
払
し

ょ
く
を
図
り
た
い
﹂
と
い
う

女
性
社
員
か
ら
の
提
案
に
よ

り
、
ブ
ロ
グ
を
使
っ
た
広
報

活
動
を
実
施
。
若
年
層
な
ど

に
対
し
て
﹁
働
き
や
す
い
職

場
﹂
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕

事
は
一
般
的
に
﹁
長
時
間
労

働
﹂﹁
特
に
長
距
離
ド
ラ
イ

バ
ー
は
労
働
時
間
が
不
規
則

に
な
り
が
ち
﹂﹁
仕
事
が
忙

飯尾　栄治
代表取締役

㈱飯尾運輸
［飯尾 栄治　代表取締役］

所在地	 兵庫県川西市矢問 1-13-30
資本金	 2,000 万円
設立	 平成 3 年 8月
従業員数	 27 人（うちドライバー21 人）
車両数	 32 台

4
「
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
（
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
・
会
社
づ
く
り
）」

「
わ
が
社
を
雰
囲
気
の
い
い
会
社
に
し
て
い
き
た
い
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
充
実
を
通
じ
て
働
き
甲
斐
向
上
へ

㈱
飯
尾
運
輸
（
兵
庫
県
川
西
市
）

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
直
面
し
て

い
る
運
送
業
界
に
お
い
て
︑
多
様
な
人
材
の

確
保
・
育
成
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
︑
幅

広
い
視
点
か
ら
職
場
環
境
の
改
善
を
推
進

し
︑
女
性
や
高
齢
者
︑
若
年
労
働
者
を
含
む

全
て
の
従
業
員
が
働
き
や
す
く
︑
そ
し
て
働

く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
職
場

・
会
社
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
︒

　

今
回
は
︑
平
成
25
年
の
現
社
長
就
任
以
降

様
々
な
取
り
組
み
を
推
し
進
め
︑
経
営
者
層

と
ド
ラ
イ
バ
ー
︑
事
務
社
員
と
の
﹁
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
﹂
を
通
じ
て
職
場
環

境
改
善
を
図
っ
て
い
る
︑
兵
庫
県
川
西
市
の

㈱
飯
尾
運
輸
（
飯
尾
栄
治
代
表
取
締
役
）
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
︒

社
長
就
任
直
後
に
労
務
問
題
に
直
面

女
性
の
ア
イ
デ
ア
活
か
し
交
流
深
化
を
図
る

「トラック運送サービスを
持続的に提供可能とするための

ガイドライン」を公表

　トラック運送機能の安定的・継続的な提供を可能とするためには、荷主・運
送事業者双方が「トラック運送機能の持続的確保を図る上で一定のコストが必
要である」ことを理解し、効率的な運送が可能となるよう、双方が協力しなが
ら改善を図っていく必要があります（表）。
　国土交通省では平成 28 年から、学識経験者、トラック運送事業者・荷主等
の関係者および関係省庁から構成される「トラック運送業の適正運賃・料金検
討会」において、運送事業者が適正な水準の運賃・料金を収受できる環境を整
えるための具体的な方策について検討してきました。このたび、同検討会にお
ける議論を踏まえ、「運送に必要なコストの説明」や「効率的な運送を可能と
する運行事例の紹介」などをまとめたガイドラインを公表しました。
　運送事業者の皆さんには、荷主企業のトラック運送業への理解促進を図るた
め、同ガイドラインの活用をお勧めします。
　なお、同ガイドラインは国交省ホームページから入手することができます。

表　トラック運送機能の安定的・継続的な提供を可能とするために
①コンプライアンス（法令遵守）は、安全確保等の観点から重要です。
②「拘束時間」は、荷物を運んで運転している時間だけではなく、

点検・回送運転・荷待・荷役・休憩等の時間も含みます。
③コンプライアンス違反を防ぐためには、「荷待や荷役時間の長時

間化の抑制」「高速道路等の利用による運転時間の短縮」等につ
いて、荷主側の理解・協力が重要です。

④法令を遵守しつつ運送機能が持続的に提供されるためには、運送
に必要なコストが賄われることが重要です。

⑤国土交通省はコンプライアンス（法令遵守）を強化し、働き方改
革を進めるために、ルール違反に関する行政処分の強化等を進め
ています。

⑥改善基準告示等のルール違反については、トラック事業者への処
分に加え、荷主勧告制度に基づく勧告等が行われる場合がありま
す。

⑦荷主都合 30 分以上の荷待ちは「乗務記録」に記載する必要があ
ります。

　コラム　

法令を遵守しつつトラック運送機能の持続的確保を図る上でコストが

必要になることについて、荷主・運送事業者双方の共通理解を促すた

めにガイドラインとしてとりまとめました。

～荷主・運送事業者双方の共通理解に向けて～

トラック運送サービスを持続的に

提供可能とするためのガイドライン

国
交
省
な
ど

女性社員とドライバーで「ハイタッチ」。ハイタッチには気分を高めてくれる効果が期待できる

事務所には壁掛けポケットを設置（写真㊤）。相
手のポケットに感謝の思いを記したカードを入
れることができる（写真㊦）

毎月19日の「豚汁デー」には、女性社員が手作りの豚汁を準備（写真
㊤）。温かい豚汁は乗務後のドライバーの体を温めてくれる（写真㊦）

毎
週
月
曜
昼
に
行
う
事
務
連
絡
会
で

は
女
性
社
員
か
ら
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
提
案
さ
れ
る

自
分
の
仕
事
へ
の
評
価
が
﹁
見
え
る

化
﹂
さ
れ
る
こ
と
で
仕
事
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
る
（
写
真
は
ト
イ

レ
掃
除
確
認
表
に
記
さ
れ
た
飯
尾
社

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
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㈱
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ

オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

㈱
タ
ニ
タ

全自動血圧計 診之助 Slim
TM2657P-JC（音声なし）
販売価格　100,440円

TM2657VP-JC
販売価格　102,600円

自動血圧計 健太郎
HBP-9020-JP
販売価格　129,600円

HBP-9021-JP
販売価格　194,400円

全自動血圧計
UDEX-i TypeⅡ
販売価格　135,000円

全自動血圧計
BP-900
販売価格　172,800円

TM2657P-JC HBP-9020-JP

「業務用血圧計」導入促進助成事業対象機器のご案内

http://www.nikka-net.or.jp
FAX.03-3355-2037

ご注文は日貨協連のホームページ
またはファクスにてお申し込みください。

助成の申請等詳細については、各都道府県トラック協会へお問い合わせください。

〔価格はメーカー、機種により異なります〕

業務用血圧計用測定管理ソフトの取扱いを
開始しました。価格は69,120 円（税込み）。

お問い合わせは日貨協連総務部・事業部までTEL：03-3355-2031/2035　FAX.03-3355-2037

貨物自動車運送事業法の改正（平成２８年
１２月１６日公布）に伴い、事業者は必要な
医学的知見に基づく措置を講じなければなら
ないとされています。
このため、事業者や運行管理者が運転者
の健康状態や疾病につながる生活習慣を適
切に把握し管理するなど、疾病の早期発見
が重要になります。

販売価格 円より100,440 ※税込み・送料込み（一部離島を除く）
※各指定機種の補充用記録紙、専用机・
椅子は希望に応じ別途斡旋いたします。

助成の対象となる業務用全自動血圧計は、特定保守管理医療機器であり、
いわゆる家電量販店では販売されていません。

※平成３０年７月１日より行政処分の強化が施行されました。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
省
人
化
を
促
進

し
生
産
性
向
上
を
図
る
た

め
、
１
台
で
通
常
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
２
台
分
の
輸
送
が
可

能
な
﹁
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
﹂（
図
２
）
の
実
験
を
、

平
成
28
年
か
ら
新
東
名
高
速

道
路
を
中
心
と
す
る
フ
ィ
ー

ル
ド
で
実
施
し
て
き
た
。
同

実
験
で
は
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
（
21
㍍
）
で
同
じ
重

量
を
輸
送
し
た
場
合
、
通
常

の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
（
12
㍍
）

等
に
比
べ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
数

は
約
５
割
減
少
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
約
５
割
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
（
図
３
）。

ま
た
、
同
実
験
を
通
じ
て
走

行
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
月
か
ら
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
本
格
導

入
が
始
ま
る
。

　

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の

本
格
導
入
に
伴
い
、
将
来
の

自
動
運
転
・
隊
列
走
行
も
見

据
え
て
、
今
年
１
月
下
旬
に

は
特
殊
車
両
通
行
許
可
基
準

が
改
正
さ
れ
る
。
同
改
正
に

よ
り
、
道
路
の
構
造
を
保
全

し
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
必
要
な
許
可
条

件
を
付
し
た
上
で
、
ダ
ブ
ル

連
結
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
フ
ル

ト
レ
ー
ラ
連
結
車
の
車
両
長

の
限
度
が
21
㍍
か
ら
25
㍍
に

緩
和
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
同
許
可
は
当
面
、
同

実
験
が
行
わ
れ
た
新
東
名
区

間
（
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

﹇
Ｊ
Ｃ
Ｔ
﹈
～
豊
田
東
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間
）
を
主
た
る
通
行
経
路

と
す
る
車
両
に
対
し
て
行
わ

れ
、
そ
の
他
の
区
間
に
つ
い

て
は
需
要
を
踏
ま
え
つ
つ
、

必
要
な
実
験
を
行
う
な
ど
安

全
性
等
を
検
証
し
た
上
で
拡

大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
31
年
の
主
な
高
速
道

路
の
開
通
予
定
区
間
を
ま
と

め
る
と
、
表
３
の
通
り
と
な

っ
た
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
昨
年
か
ら
、
輸
送
効
率
化

に
資
す
る
高
速
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
な
ど

へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て

い
る
。
な
か
で
も
、
暫
定
２

車
線
区
間
に
つ
い
て
は
、
一

度
事
故
が
発
生
す
る
と
重
大

事
故
に
な
る
可
能
性
が
高
い

ほ
か
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
復
旧
工
事
に
伴
う
通
行

止
め
が
発
生
す
る
こ
と
で
道

路
網
の
途
絶
に
繋
が
り
や
す

い
こ
と
を
踏
ま
え
、
物
流
確

保
の
観
点
か
ら
早
期
の
４
車

線
化
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　

４
車
線
化
に
よ
る
道
路
機

能
の
強
化
に
よ
り
、
災
害
時

に
は
並
行
す
る
一
般
道
路
の

代
替
路
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
で
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
多

重
性
）が
確
保
さ
れ
る
ほ
か
、

対
向
車
線
へ
の
飛
び
出
し
事

故
防
止
に
よ
る
安
全
性
の
向

上
、
事
故
・
大
雪
対
応
お
よ

び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
大
規
模

更
新
）
工
事
に
伴
う
通
行
止

め
の
減
少
な
ど
、
信
頼
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　

今
年
は
各
所
で
４
車
線
化

工
事
が
完
成
し
、
運
用
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

（
表
４
）。
特
に
、
東
海
地

方
と
北
陸
地
方
を
結
ぶ
東
海

北
陸
自
動
車
道
で
は
、
全
長

１
８
５
㌔
㍍
の
う
ち
、
一
宮
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
愛
知
県
一
宮

市
）
～
飛
騨
清
見
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ（
岐
阜
県
高
山
市
）

ま
で
の
１
１
７
㌔
㍍
が
４
車

線
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
物
流

の
効
率
化
が
飛
躍
的
に
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
こ
で
は
１
面
に
引
き
続
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

取
り
巻
く
今
年
１
年
の
主
な
予
定
や
動
き
に
つ
い
て
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性
向
上
﹂
な
ど
の
観
点
か
ら
ま
と
め

た
（
関
連
１
面
）︒

トラック運送業界 今年の動き
加
速
す
る
「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性
向
上
」

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
人
化
を
促
進

自
動
運
転
等
も
見
据
え
特
車
許
可
基
準
緩
和

◆
「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」
本
格
導
入

　

政
府
﹁
自
動
車
運
送
事
業

の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
関

係
省
庁
連
絡
会
議
﹂
に
お
け

る﹁
直
ち
に
取
り
組
む
施
策
﹂

（
平
成
29
年
８
月
公
表
）
の

中
で
、
生
産
性
向
上
（
ム
ダ

の
解
消
）
の
項
目
の
ひ
と
つ

と
し
て
﹁
貨
物
集
配
中
の
車

両
に
係
る
駐
車
規
制
の
見
直

し
﹂
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
各
都
道
府
県
で
都
市
内

の
駐
車
規
制
の
見
直
し
に
向

け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　

昨
年
２
月
に
、
警
察
庁
か

ら
各
都
道
府
県
警
察
宛
に
通

達
﹁
貨
物
集
配
中
の
車
両
に

係
る
駐
車
規
制
の
見
直
し
の

推
進
に
つ
い
て
﹂
が
発
出
さ

れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
京
都

府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
荒
木
律

也
会
長
）
は
京
都
府
警
察
本

部
に
対
し
て
要
望
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
京
都
市
中
心
部

の
御
池
通
（
堀

川
通
～
河
原
町

通
）
に
つ
い
て

駐
車
規
制
が
見

直
さ
れ
、
昨
年

12
月
か
ら
一
部

の
箇
所
で
貨
物

集
配
中
の
自
動

車
の
駐
車
が
可

能
と
な
っ
た（
写
真
、
図
４
）。

　

荒
木
京
都
府
ト
協
会
長
は
、

﹁
貨
物
集
配
中
の
ト
ラ
ッ
ク

に
限
り
駐
車
可
能
と
な
っ
た

こ
と
は
大
変
意
義
深
く
、
政

府
が
進
め
る﹃
働
き
方
改
革
﹄

の
一
環
と
し
て
、
人
材
不
足

対
策
の
一
つ
と
し
て
期
待
で

き
る
﹂
と
、
同
見
直
し
を
評

価
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
昨
年
12
月

に
は
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
浅
井
隆
会
長
）
が
警
視
庁

に
対
し
、
駐
車
規
制
の
見
直

し
の
推
進
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
し
た
。

　

駐
車
規
制
緩
和
に
よ
り
、

都
市
部
で
の
集
配
業
務
の
円

滑
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
各
地
へ
の
規
制
緩

和
の
波
及
が
期
待
さ
れ
る
。

京
都
で
集
配
中
車
両
の
駐
車
が
可
能
に

集
配
円
滑
化
実
現
へ
働
き
か
け
拡
げ
る

◆
都
市
内
の
駐
車
対
策　

見
直
し
が
加
速

輸
送
効
率
化
に
資
す
る
高
速
道
路

機
能
強
化
目
指
し
「
４
車
線
化
」
進
む

◆
平
成
31
年
の
主
な
高
速
道
路
の
開
通
予
定
区
間

平成31年の主な高速道路の開通予定区間

平成31年の主な高速道路の新規４車線化区間

表３

表４

路線名 区　間 距　離
（km）

東北中央自動車道 南陽高畠 IC ～山形上山 IC 24.4

新東名高速道路 厚木南 IC ～伊勢原 JCT 4.3

中部横断自動車道 新清水 JCT ～富沢 IC 20.7

新名神高速道路 新四日市 JCT ～亀山西 JCT 23.4

東海環状自動車道 大安 IC ～東員 IC 6.4

路線名 区　間 距　離
（km）

館山自動車道 木更津南 JCT ～富津竹岡 IC 20.7

上信越自動車道 信濃町 IC ～上越 JCT 37.5

東海北陸自動車道 白鳥 IC ～飛騨清見 IC ※ 40.9

高松自動車道 鳴門 IC ～高松市境 51.8

長崎自動車道 長崎芒塚 IC ～長崎多良見 IC 8.3

（国交省資料、NEXCO3 社資料を基に編集部作成）
IC ＝インターチェンジ、JCT ＝ジャンクション、SA ＝サービスエリア
※白鳥 IC ～高鷲 IC 間、ひるがの高原 SA ～飛騨清見 IC 間は 4
車線化運用済み。高鷲 IC ～ひるがの高原 SA 間の 4 車線化は未
完成（平成 30 年度運用開始予定）。
　また、「平成３０年豪雨」により被災した荘川 IC ～飛騨清見 IC
間の一部については、暫定的に 2 車線運用となっている（平成 31
年度内に工事完成見込み）。

１
面
か
ら
続
く

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
）
を
は
じ
め
と
す
る
高
速
道
路
各
社

で
は
今
冬
か
ら
、
民
間
気
象
情
報
会
社
で

あ
る
㈱
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
と
連
携
し
、
大

雪
時
に
お
け
る
高
速
道
路
の
新
た
な
情
報

提
供
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

同
情
報
提
供
は
、
国
や
気
象
台
な
ど
か

ら
大
雪
に
関
す
る
緊
急
発
表
が
行
わ
れ
る

大
雪
の
３
日
前
か
ら
、
高
速
道
路
で
の
大

雪
に
よ
り
通
行
止
め
等
の
影
響
を
道
路
利

用
者
に
対
し
て
発
信
。
大
雪
と
な
る
日
が

近
づ
き
、
よ
り
正
確
な
気
象
情
報
が
発
表

さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
詳
細
な
道
路
情

報
を
伝
え
て
い
く
。

　

同
情
報
は
、
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
の
Ｐ
Ｃ

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）﹁
ウ
ェ
ザ
ー
ニ

ュ
ー
ス
﹂な
ら
び
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

﹁
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
タ
ッ
チ
﹂（
無
料
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
一
部
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
）

か
ら
確
認
が
可
能
。
大
雪
が
見
込
ま
れ
る

時
に
は
特
設
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
、﹁
大

雪
情
報
﹂
や
﹁
積
雪
予
想
マ
ッ
プ
﹂
と
い
っ

た
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
が
提
供
す
る
気
象
情

報
と
、﹁
高
速
道
路
の
規
制
・
通
行
止
め

予
測
﹂
と
い
っ
た
高
速
道
路
会
社
が
提
供

す
る
道
路
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
写
真
）。
ま
た
、
特
設
サ
イ
ト
の
リ
ン

ク
か
ら
各
高
速
道
路
会
社
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク

セ
ス
し
、
よ
り
詳
細
な
通
行
止
め
予
測
情

報
を
確
認
す
る
こ
と
も
可
能
。

大
雪
時
に
お
け
る
新
た
な
「
高
速
道
路
情
報
提
供
サ
イ
ト
」
を
立
ち
上
げ

３
日
前
か
ら
大
雪
に
よ
る
影
響
な
ど
を
発
信スマートフォンアプリ「ウェザーニュースタッチ」に

開設される大雪情報特設サイト（イメージ）

に

図２

図３

図４ ダブル連結トラックの概要

実験による削減効果

京都府トラック協会作成のチラシ
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食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第34回］

青森の「電線を渡るサルの群れ」にヒントを得た新しい遊具の開発中…！

145「
旬
の
味
に
癒
さ
れ
る
⑫
」 

冬
の
福
井
に
水
羊よ

う
か
ん羹
あ
り

　

水
羊
羹
行
脚
の
２
番
目
は

福
井
県
。
栃
木
県
日
光
市
と

同
様
に
冬
が
旬
で
、
春
夏
秋

に
は
生
産
し
な
い
と
い
う
く

ら
い
徹
底
し
て
い
る
。
元
来

は
正
月
料
理
の
口
直
し
だ
っ

た
し
、
北
陸
の
寒
さ
で
キ
ー

ン
と
冷
え
た
甘
味
は
体
に
染

み
通
る
。
寒
い
縁
側
に
出
し

て
お
い
て
、
食
後
に
子
ど
も

た
ち
に
取
り
に
行
か
せ
、
温

か
い
こ
た
つ
で
食
べ
た
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
今
で
も
11
月
に

な
る
と
県
内
の
和
菓
子
屋
約

２
０
０
軒
が
い
っ
せ
い
に
つ
く

り
は
じ
め
、
３
月
い
っ
ぱ
い

で
ぴ
た
り
と
や
め
る
の
が
基

本
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
以
前
は
横
長
で
浅
い

越
前
塗
り
の
箱
に
流
し
て
箱

入
り
で
売
り
、
客
は
あ
と
で

箱
を
返
却
に
行
っ
た
。
な
に

ろ
う
か
。
い
や
い
や
、
お
酒

の
あ
と
の
口
直
し
に
つ
る
り

と
や
る
と
も
聞
く
。

　

さ
っ
そ
く
試
し
た
ら
黒
糖

風
味
で
と
ろ
り
と
大
甘
。
ざ

ら
め
で
糖
度
を
上
げ
、
沖
縄

・
波は

て

る

ま

照
間
の
黒
糖
を
隠
し
味

に
し
て
い
る
の
だ
。
夏
な
ら

軽
い
甘
さ
が
い
い
が
、
冬
に

は
濃
い
ほ
う
が
口
中
に
甘
味

の
余
韻
が
い
い
具
合
に
残
る
。

菓
子
屋
の
立
派
な
羊
羹
は
ぴ

ん
と
こ
な
い
。
福
井
人
に
と

っ
て
は
、
お
手
軽
な
水
羊
羹

こ
そ
が
本
物
な
ん
で
す｣
。

ま
さ
に
名
言
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
春
は
待
ち
遠
し
い

け
れ
ど
、
水
羊
羹
が
消
え
る

の
は
悲
し
い
。今
の
う
ち
に
、

せ
っ
せ
と
味
わ
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
か
。

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

か
ほ
の
ぼ
の
す
る
習
慣
だ
。

　

福
井
市
の｢

え
が
わ｣

の

水
羊
羹
は
甘
さ
も
固
さ
も
風

合
い
も
ほ
ど
よ
い
。
店
主
の

江
川
正
典
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、

﹁
水
羊
羹
は
、
二
人
で
一
箱

を
食
べ
る
の
が
基
準
で
す
﹂

と
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
１
㌢

㍍
厚
さ
で
葉
書
一
枚
分
ほ
ど

も
食
べ
る
こ
と
に
な
る
。
福

井
人
は
甘
党
ぞ
ろ
い
な
の
だ

　

江
川
さ
ん
が
さ
ら
に
教
え

て
く
れ
た
。﹁
う
ち
に
は
全

国
共
通
タ
イ
プ
の
水
羊
羹
も

あ
り
ま
す
が
、
高
級
品
と
し

て
は
売
り
ま
せ
ん
。
福
井
の

水
羊
羹
は
本
来
、
駄
菓
子
感

覚
な
ん
で
す
。
お
い
し
く
つ

く
っ
て
、
安
く
売
っ
て
こ
そ
、

な
ん
で
す
よ
﹂

　

ち
ょ
う
ど
買
い
物
し
て
い

た
男
性
客
の
台せ

り

ふ詞
は
、｢

和

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜速度編〜
 【解 答】３面に問題
❶ ×（道交法施行令第11条）一般道路に
おける自動車の法定最高速度は、自動車
の種別にかかわらず時速60キロである。  
❷ ×（道交法施行令第27条第1項第1号
ハ）道路標識等により速度が指定されて
いない高速自動車国道の本線車道にお
ける準中型貨物自動車の法定最高速度
は時速100キロである。
❸ ○（道交法施行令第27条第1項第2号）
中型自動車のうち、専ら人を運搬する構
造のもの又は車両総重量が8,000キログ
ラム未満、最大積載重量が5,000キログ
ラム未満及び乗車定員が10人以下のも
のは時速100キロだが、それ以上の中型

自動車は時速80キロである。
❹ ○（道交法施行令第27条の2）本線車
線が道路の構造上往復の方向別に分離
されていない、非分離区間の高速自動車
国道の法定最高速度は、自動車の種別を
問わず、一般道路と同じ時速60キロであ
る。
❺ ○（道交法施行令第11条）自動車専
用道路は高速自動車国道ではないので、
速度に関しては一般道路の規定が適用
される。したがって、道路標識等により速
度が指定されていない場合の最高速度
は、自動車の種別を問わず、時速60キロ
である。

　毎年３～４月は、一年で最も引越が集中する時期で
あり、それと共にお客様からの苦情、問い合わせも増
える時期である。
　引越繁忙期においても、引越事業のサービスレベル
や輸送品質を保持するため、平成31年の引越繁忙期
対策では、標準引越運送約款等を遵守するとともに、
万一お客様からのクレームが寄せられた場合において
も「責任と誠意」を持って対応する。
　また、トラック運送業界における人手不足が慢性化
する中、引越作業にも影響が出ていることから消費者
に対し分散引越を促すなど、以下の諸施策をもって対
応する。

１. 引越繁忙期における分散引越対策

⑴計画的な車両、人員の確保
　年度末から年度初めの引越繁忙期においては、通
常期に比べ多くの車両、人員が必要となることから、
早い段階での計画的な車両、人員の確保に努める。

⑵ホームページにおける平成31年引越繁忙期混雑
見込み情報
　全ト協HPにおいて、３〜４月の引越繁忙期におけ
る混雑状況を一般消費者向けに公開する。

⑶分散引越チラシの作成・配布
　引越繁忙期における引越について、消費者に対し
て分散引越のご協力をお願いするためのチラシを作
成し、引越事業者や消費生活センターを通じ、消費者
に対して「かしこい引越」「標準引越約款のポイント」
「引越安心マークチラシ」と併せ配布する。

⑷関係団体等への協力依頼の実施
　引越繁忙期における引越について、法人に対して分
散引越にかかる協力をお願いするためのチラシを作
成し、事業者団体へ配布し、分散引越への協力を要
請する。また、経団連等へ直接訪問し、要望書を手渡
す。

⑸イベント等における分散引越PR活動
　各トラック協会で開催されるイベント等において、
ブース等を設置し、一般の来場者に対して、分散引越
チラシを配布する。
　また、各都道府県の商工会議所、行政、自治体等の
機関に配布要請を行い、これまで以上に広く「分散引
越」を呼びかける。

Ⅰ. 目 的

Ⅱ. 実施事項

⑹各トラック協会におけるPR活動の推進
　（HP掲載・チラシ配布・広告・TVラジオCM等の
広報活動）

⑺メディア等を活用した積極的PR推進
　TBSラジオ「ドライバーズ・リクエスト」にて特番を
組み、分散引越の呼びかけを行う。

２. 下見の実施、見積書発行、標準引越運送約款提
示の徹底

　インターネットを利用した見積りが増加したことに
伴い、下見を行わない引越が相当数を占めるようにな
り、これにより荷物相違、説明不十分等に係わるトラ
ブルが増加している。
　このようなトラブルを未然に防ぐため、下見の実施、
見積書の発行、標準引越運送約款提示を徹底し、お
客様との信頼関係の強化を図る。

３. 引越相談窓口の明確化と適切な対応によるトラ
ブルの防止

　最近のお客様からの苦情には、事業者への連絡
がつかないといった対応不備を指摘するものが増え
ていることから、引越相談窓口、担当者連絡先の明
確化、及び適正な対応と処理の迅速化による二次ク
レームの防止を図る。万一、事業者の責任で荷物やそ
の他のものの毀損等を発見した場合は、誠意を持っ
て、速やかに然るべき妥当な賠償を行う。

４. 近隣対応の強化

　引越時における近隣とのトラブルを防止するため、
以下の項目について特に注意する。
⑴引越開始前及び終了後には、近隣への挨拶を励行
する。

⑵駐車中は、緊急連絡先を明記した上で、引越作業
中であることが明らかになるよう車に表示する。

⑶駐車中、近隣より駐車車両の移動をお願いされた
際には、速やかに移動するなど、常に近隣への配慮
を徹底する。

５. 関係法令の遵守

　引越業務における関係法令（約款以外）の遵守を
徹底する。
⑴個人情報保護法に基づく秘密保持の徹底
⑵家電リサイクル法等廃棄物の取扱に関する対応
⑶特定商取引法に基づく附帯サービスに係るクーリン
グオフの対応

⑷景品表示法に基づく価格表示方法等の管理徹底
⑸消費者契約法に基づく契約内容の遵守

　全日本トラック協会引越部会
は、引越依頼が集中する３〜４月
の繁忙期に、トラブルなく引越が
進むよう「平成31年引越繁忙期対
策」を策定した。
　今年の引越繁忙期対策では、
分散引越への協力を求めるチラシ
（写真㊦）の作成・配布や、関係
機関への協力依頼文書の送付を
通じて、分散引越への協力に向け
てのPR強化を行うとともに、引越
業務における関係法令の遵守を徹
底していく。

月 火 水 木 金日

やや混雑が予想されます 混雑が予想されます 特に混雑が予想されます

上記を参考に（2月または４月中旬以降）のお引越の検討をお願い致します
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23月3月

9

特に混み合うことが予想されます特に混み合うことが予想されます

引越混雑予想カレンダー

4月4月

20192019年年
33 44～～月月 月月

土

にご協力をにご協力を
お願いしますお願いします！！

今年春、引越をご検討のお客様！

分散引越分散引越
引越繁忙期対策チラシ

例年、3、4、9、10月の時期は引越のご依頼が集中します。
特に３月中旬から下旬、4月上旬に集中することが
例年のパターンから予想されます。加えて、最近の人手不
足により、混み合う時期は「希望日にあう事業者が見つか
らない」など、ご希望に添えない場合もあります。
トラブルのないスムーズなお引越のためにも、混雑時期を
外したお引越をご検討くださいますようご理解・ご協力を
お願い致します。

全日本トラック協会  引越部会

平成31年 引越繁忙期対策実施事項
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安心の1年保証
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▼
大
晦
日
の

前
日
12
月
30

日
に
、
地
元

熊
谷
の
ニ
ッ

ト
ー
モ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
﹁
今
年
最
後
の
運
だ
め
し
・

歳
末
大
福
引
﹂。
１
か
月
前
か
ら
モ
ー
ル
内

で
は
千
円
の
買
い
物
に
対
し
て
福
引
券
が
１

枚
配
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
福
引
開
始

11
時
の
30
分
前
に
会
場
に
到
着
し
ま
し
た

が
、
何
と
既
に
１
時
間
待
ち
で
、
最
後
尾
の

看
板
を
持
つ
男
性
の
前
に
並
び
ま
し
た
。
長

蛇
の
列
が
少
し
ず
つ
短
く
な
る
中
、
運
命
の

時
が
来
る
の
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。
▼
私
の
手
元
に
は
、
衣
服
の
購
入

に
際
し
て
手
に
入
れ
た
35
枚
の
福
引
券
が

あ
り
ま
し
た
。
40
分
ほ
ど
並
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
あ
の
﹁
ガ
ラ
ガ
ラ
﹂
と
響
き
渡
る
音
に

近
づ
き
ま
し
た
。
大
福
引
の
特
賞
は
﹁
選
べ

る
家
電
﹂、
１
等
は
﹁
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ

ッ
チ
﹂、
２
等
は
﹁
有
名
テ
ー
マ
パ
ー
ク
ペ

ア
券
﹂、そ
の
ほ
か
﹁
折
り
畳
み
式
自
転
車
﹂

や
﹁
５
千
円
相
当
旅
行
券
﹂
な
ど
、
賞
の
大

き
さ
に
よ
り
当
選
人
数
が
決
め
ら
れ
、
誰
で

も
も
ら
え
る
残
念
賞
は
お
菓
子
の
﹁
う
ま
い

棒
﹂
で
し
た
。
▼
上
位
の
賞
が
出
る
た
び
に

﹁
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
﹂
と
鳴
ら
さ
れ
る
鐘
に
一

斉
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。
会
場
は
興
奮
の

る
つ
ぼ
と
化
し
、
一
喜
一
憂
の
様
相
を
呈
し

て
い
ま
す
。
▼
よ
う
や
く
来
た
順
番
に
、
私

も
抽
選
器
（
ガ
ラ
ガ
ラ
）
を
目
の
前
に
し
て

思
わ
ず
力
が
入
り
ま
す
。
心
の
中
で
﹁
当
た

れ
、
当
た
れ
﹂
と
強
く
念
じ
ま
し
た
が
、
願

い
虚
し
く
、
最
高
で
10
等
の
﹁
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
﹂
で
し
た
。
私
の
前
の
男
性
が
７
枚
で

最
高
７
等
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
た
の
に
悔
し
い

限
り
で
す
。
▼
元
﹁々
福
引
﹂は
７
０
２（
大

宝
２
）
年
に
聖
武
天
皇
が
正
月
に
布
な
ど
を

景
品
と
し
て
短
冊
を
引
か
せ
た
余
興
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
、
今
は
販
促
の
一
環
と
し
て
全
国
の
商

店
街
な
ど
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
福
引
き

を
行
い
、
年
末
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。
▼
私
は
、
昔
か
ら
く
じ
運
が
弱
く
、
駄

菓
子
屋
の
く
じ
で
も
﹁
ハ
ズ
レ
﹂
を
連
発
す

る
ば
か
り
で
、
気
の
毒
に
思
っ
た
駄
菓
子
屋

の
お
婆
さ
ん
が
、
内
緒
で
３
等
を
く
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
子
供
心
に
１
等
を
く
れ
れ

ば
い
い
の
に
と
疑
問
で
し
た
が
）。
▼
年
が

明
け
て
、
仕
事
帰
り
に
地
元
駅
高
架
下
の
駐

輪
場
に
行
く
と
、
何
故
か
自
転
車
の
チ
ェ
ー

ン
が
外
れ
て
い
て
、
仕
方
な
く
そ
の
日
は
自

宅
ま
で
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
翌
日
の
土
曜

日
に
自
宅
か
ら
駐
輪
場
ま
で
歩
き
、
駐
輪
場

か
ら
自
転
車
を
押
し
て
国
道
17
号
（
中
山

道
）
に
近
い
自
転
車
店
に
行
き
ま
し
た
。
僅

か
数
分
で
直
り
、私
が﹁
お
い
く
ら
で
す
か
﹂

と
聞
く
と
、
店
主
の
男
性
は
﹁
今
日
は
い
い

よ
、
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
の
こ
と
で
し
た
。﹁
え

っ
！
﹂
と
思
い
な
が
ら
も
感
謝
し
つ
つ
自
転

車
店
を
あ
と
に
し
、
近
く
の
理
髪
店
に
寄
り

ま
し
た
。
▼
理
髪
店
の
主
人
と
話
を
す
る
中

で
、
何
と
さ
き
ほ
ど
の
自
転
車
店
の
店
主

は
、﹁
現
在
86
歳
で
元
プ
ロ
の
競
輪
選
手
だ

っ
た
﹂
と
の
新
た
な
情
報
を
得
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
小
柄
な
体
駆
な
が
ら
軽
々
と
自

転
車
を
持
ち
上
げ
、
い
と
も
簡
単
に
直
し
て

い
た
の
に
合
点
が
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
馴

染
み
の
理
髪
店
の
主
人
に
改
め
て
歳
を
聞
く

と
﹁
い
や
ぁ
私
も
も
う
少
し
で
79
歳
で
す

よ
﹂
と
こ
ち
ら
も
び
っ
く
り
。
２
人
と
も
10

歳
以
上
も
若
く
見
え
た
の
で
、
驚
き
の
連
続

で
し
た
。
▼
そ
の
後
、
久
し
ぶ
り
に
眼
鏡
店

に
行
き
ま
し
た
が
、
ふ
と
店
内
を
見
渡
す
と

﹁
あ
れ
、
あ
の
年
配
の
男
性
店
員
が
い
な

い
﹂。
馴
染
み
の
店
員
の
姿
が
見
え
な
い
の

で
す
。
店
長
に
聞
く
と
さ
き
ご
ろ
70
歳
で
退

職
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
年
配
の
男
性
の

ソ
フ
ト
な
対
応
が
好
き
で
、
購
入
す
る
際
は

眼
鏡
を
着
け
た
印
象
を
必
ず
聞
い
て
参
考

に
し
て
い
た
ほ
ど
で
、
と
て
も
残
念
で
し

た
。
落
胆
し
つ
つ
会
計
後
に
﹁
新
春
お
年
玉

く
じ
引
き
﹂
を
す
る
と
、
何
と
２
千
円
が
当

た
り
ま
し
た
。
何
の
期
待
も
せ
ず
に
、
無
欲

で
く
じ
を
引
い
た
の
が
良
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
▼
正
月
早
々
さ
さ
や
か
な
喜
び

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
自
転
車
店
と
理

髪
店
の
主
人
と
と
も
に
、
眼
鏡
店
に
居
た
男

性
か
ら
も
並
々
な
ら
ぬ
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い

た
か
ら
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。
３
人
合
わ
せ
て

２
３
４
歳
、
平
均
年
齢
78
歳
、
た
だ
た
だ
感

服
す
る
ば
か
り
。
ま
さ
に
﹁
老
成
持
重
﹂、

そ
し
て
恐
る
べ
き
先
達
の
底
力
に
あ
や
か
り

た
い
も
の
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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平
成
30
年
間
に
お
け
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
変
化
を

み
る
に
は
、
物
流
ニ
ー
ズ
の

変
化
、
経
済
変
動
や
経
営
環

境
（
条
件
）
の
変
化
、
そ
れ

と
物
流
２
法
の
影
響
を
総
合

的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

１
９
９
０
年
12
月
に
施
行

さ
れ
た
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
は
事
業
者
数
に
影
響
を

与
え
た
。
だ
が
、
一
般
的
に

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

規
制
緩
和
が
事
業
者
数
を
増

や
し
、
そ
の
結
果
、
競
争
が

激
化
し
た
と
い
う
単
純
な
構

造
で
は
な
い
。
確
か
に
、
昭

和
64
年
で
あ
り
、
平
成
元
年

で
も
あ
る
１
９
８
９
年
３
月

末
の
事
業
者
数
３
万
８
７
２

１
社
に
対
し
て
２
０
１
７
年
３

月
末
の
事
業
者
数
は
６
万
２

２
７
６
社
で
、
こ
の
間
に
２
万

３
５
５
５
社
も
増
加
し
て
い

る
。
増
加
率
は
60
・
８
％
だ
。

　

資
料
の
関
係
で
比
較
す
る

年
度
が
少
し
ず
れ
る
が
、
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
国
内

貨
物
輸
送
量
は
１
９
９
０
年

度
の
24
億
２
７
６
３
万
㌧
に

対
し
て
、
２
０
１
６
年
度
は

30
億
１
９
３
３
万
㌧
で
24
・

４
％
の
増
加
で
あ
る
。一
方
、

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
保
有
車

両
数（
ト
レ
ー
ラ
含
む
）は
、

１
９
９
０
年
度
末
で
90
万
７

９
３
１
台
、
２
０
１
６
年
度

　

１
月
１
日
号
か
ら﹁
経
営
の
ヒ
ン
ト
﹂特
別
編
と
し
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
平
成
の
30
年
を
振
り
返
っ

て
い
る
︒
た
だ
し
︑
こ
れ
は
厳
密
な
時
代
考
証
や
デ
ー
タ

的
裏
付
け
な
ど
に
基
づ
い
た
分
析
で
は
な
く
︑
筆
者
個
人

が
こ
の
間
に
書
き
綴
っ
た
取
材
メ
モ
を
通
し
て
み
た
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
平
成
30
年
﹂で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑

直
接
取
材
し
た
範
囲
で
の
回
顧
が
中
心
に
な
る
︒
１
月
１

日
号
で
は
平
成
30
年
間
に
お
け
る
荷
主
業
界
の
変
化
を
み

た
︒
今
号
と
次
号
で
は
︑﹁
平
成
30
年
間
に
起
き
た
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
構
造
的
な
変
化
﹂を
み
る
こ
と
に
す
る
︒

末
が
１
１
１
万
３
３
５
９
台
な

の
で
22
・
６
％
増
加
し
て
い

る
。
以
上
の
数
値
か
ら
分
か

る
こ
と
は
、
営
業
用
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
国
内
貨
物
輸
送
量

が
24
・
４
％
の
増
加
な
の
に
、

事
業
者
数
は
約
６
割
も
増
え

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
事
業
者
数
の
増
加
率

と
保
有
車
両
数
の
増
加
率
を

比
較
す
る
と
、
６
割
も
事
業

者
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
有
車
両
数
は
22

・
６
％
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、

１
事
業
者
当
た
り
の
平
均
保

有
台
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
輸
送
量
ほ
ど
に
車

両
数
が
増
加
し
て
い
な
い
と

い
う
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
す
る
疑

問
も
生
じ
る
。
こ
れ
に
は
い

く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
。
保
有
台
数
の
多
さ
は
一

種
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
り
、

ま
た
バ
ブ
ル
時
代
は
遊
休
車

両
を
保
有
し
て
い
る
余
裕
が

あ
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

は
遊
休
車
両
の
減
車
化
が
進

ん
だ
こ
と
。
さ
ら
に
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
に
は
輸
送

量
の
減
少
に
伴
う
減
車
が
あ

り
、
平
成
30
年
の
間
に
、
２

段
階
で
の
減
車
時
期
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
後
述
す
る
よ
う

に
車
両
の
大
型
化
で
あ
る
。

前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
化
が
進
ん
で
も

依
然
と
し
て
国
内
輸
送
の
主

流
は
ト
ラ
ッ
ク
だ
が
、
幹
線

輸
送
に
お
い
て
は
車
両
の
大

型
化
が
進
ん
だ
。
同
時
に
、

荷
主
の
物
流
共
同
化
が
車
両

の
効
率
的
使
用
を
促
進
し
た

た
め
に
、
必
要
台
数
が
減
少

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
規
制
緩
和
に

よ
る
事
業
者
数
の
増
加
は
単

純
な
も
の
で
は
な
い
と
先
述

し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
間
に

業
界
の
構
造
変
化
が
起
き
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
構
造
変

化
の
大
き
な
契
機
に
な
っ
た

の
は
２
０
０
８
年
秋
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ま
ず

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
国
内
貨

物
輸
送
量
を
み
る
と
、
こ
の

30
年
間
の
ピ
ー
ク
は
２
０
１

１
年
度
の
31
億
８
７
９
１
万

㌧
※
だ
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
と
は
多
少
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
内

貨
物
輸
送
量
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
こ
の
間
に
ト
ラ
ッ
ク

で
は
自
営
転
換
が
進
ん
だ
こ

と
な
ど
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
営
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の
保
有
車
両
数
の

ピ
ー
ク
は
２
０
０
７
年
度
末

の
１
１
３
万
５
５
３
４
台
な
の

で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
を
受
け
て
減
車
傾
向
が
強

ま
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

同
時
に
保
有
車
両
の
大
型
化

が
進
み
、
２
０
０
９
年
度
末

以
降
は
ト
レ
ー
ラ
の
増
加
が

続
い
て
い
る
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に

事
業
者
数
に
も
変
化
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
０

７
年
度
末
ま
で
は
事
業
者
数

が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

ピ
ー
ク
は
保
有
車
両
数
と
同

じ
２
０
０
７
年
度
末
で
６
万
３

１
２
２
社
だ
っ
た
。
だ
が
２
０

０
８
年
度
、
２
０
０
９
年
度

と
２
年
連
続
で
減
少
し
、
２

０
１
０
年
度
に
は
３
年
ぶ
り

に
増
加
に
転
じ
た
が
、
全
体

的
に
は
微
減
と
微
増
を
繰
り

返
し
て
今
日
ま
で
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
間
、
運
輸
支
局
別
に

み
る
と
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
影
響
に
よ
る
事
業
者
数

の
減
少
と
い
っ
た
現
象
も
み

ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
は
、

業
界
内
で
構
造
変
化
が
同
時

進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

表
１
で
は
、
２
０
０
０
年

度
末
を
基
準
と
し
、
ピ
ー
ク

だ
っ
た
２
０
０
７
年
度
末
、

そ
し
て
２
０
１
６
年
度
末
に

お
け
る
保
有
車
両
数
規
模
別

の
事
業
者
数
の
変
化
を
示
し

た
。
２
０
１
６
年
度
末
と
２

０
０
０
年
度
末
を
比
較
す
る

と
、
10
両
以
下
の
増
加
が
多

く
、ま
た
、51
両
以
上
で
は
事

業
者
数
が
増
加
し
て
い
る
。

だ
が
、
11
～
50
両
規
模
で
は

事
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
間
に
﹁
典
型
的
な
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
﹂
の

絶
対
数
が
減
少
し
、
２
極
分

化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ち
な
み
に
、
最
初
に
事
業

者
数
の
減
少
が
始
ま
っ
た
の

は
21
～
30
両
規
模
で
、
２
０

０
２
年
度
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
多
少
の
タ
イ
ム
ラ

グ
は
あ
る
が
11
～
20
両
、
30

～
50
両
、
51
～
１
０
０
両
規

模
の
事
業
者
も
減
少
し
始
め

た
。
そ
の
後
、
51
～
１
０
０

両
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

　

詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
こ

の
よ
う
な
典
型
的
な
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
減
少

に
は
、
東
京
都
の
環
境
条
例

を
は
じ
め
と
す
る
排
ガ
ス
規

制
が
一
定
の
影
響
を
与
え
た

こ
と
が
、
当
時
の
取
材
メ
モ

か
ら
は
推
測
で
き
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
間
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
コ
ス
ト
の
上
昇
で
あ

る
。
11
～
50
両
規
模
の
事
業

者
の
場
合
、
地
方
で
は
業
界

団
体
の
役
員
な
ど
を
務
め
て

い
る
こ
と
も
多
く
、
立
場
上

か
ら
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
軽
視
で
き
な
い
。
半
面
、

コ
ス
ト
負
担
に
耐
え
ら
れ
る

財
務
内
容
で
も
な
い
こ
と
が
、

２
極
分
化
の
要
因
と
推
定
さ

れ
る
（
経
営
者
が
個
人
的
に

不
動
産
な
ど
の
資
産
を
持
っ

て
い
れ
ば
別
だ
が
）。

　

前
回
も
書
い
た
よ
う
に
、

１
９
９
０
年
代
の
末
ご
ろ
か

ら
大
手
荷
主
企
業
が
リ
ス
ト

ラ
に
着
手
し
、
２
０
０
２
年

度
決
算
ぐ
ら
い
か
ら
リ
ス
ト

ラ
効
果
に
よ
っ
て
業
績
が
回

復
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
始

ま
っ
た
の
が
﹁
戦
後
最
長
の

持
続
的
景
気
拡
大
﹂
と
い
わ

れ
た﹁
い
ざ
な
み
景
気
﹂で
あ

る
。
そ
の
﹁
実
感
な
き
景
気

拡
大
﹂
の
下
で
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
で
は
構
造
変
化
が

進
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
運
送
業
界
の
構
造
的
変

化
が
も
た
ら
し
た
運
賃
・
料

金
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
２
月

15
日
号
で
述
べ
る
予
定
だ
。

　

次
に
、
貨
物
運
送
取
扱
法

と
の
関
連
を
み
よ
う
。
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
が
一
般
に

﹁
水
屋
﹂
や
﹁
利
用
運
送
﹂

と
い
う
場
合
に
、
第
１
種
利

用
運
送
と
貨
物
自
動
車
利
用

運
送
を
厳
密
に
使
い
分
け
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

は
取
引
の
構
造
的
な
複
雑
さ

も
あ
り
、
厳
密
な
区
分
が
難

し
い
と
い
う
実
態
も
あ
る
。

ま
た
、
純
粋
な
第
１
種
利
用

運
送
は
少
な
く
、一
般
に
﹁
利

用
運
送
﹂と
い
う
場
合
に
は
、

ほ
と
ん
ど
貨
物
自
動
車
利
用

運
送
（
同
業
者
間
取
引
）
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
も
厳
密
に
は
区
分
せ
ず
、

両
者
を
含
め
た
意
味
で
利
用

運
送
と
書
く
こ
と
に
す
る
。

　

物
流
２
法
後
の
利
用
事
業

者
も
多
様
な
形
態
に
分
化
、

あ
る
い
は
新
た
な
タ
イ
プ
が

発
生
し
た
。
そ
れ
ら
を
タ
イ

プ
別
に
分
類
す
る
と
、﹁
水

屋
系
﹂、﹁
物
流
子
会
社
系
﹂、

﹁
倉
庫
業
者
系
﹂、﹁
実
運
送

事
業
者
系
﹂、﹁
共
同
事
業
系

（
協
同
組
合
な
ど
）﹂、﹁
Ｗ

ｅ
ｂ
系
﹂、﹁
商
社
系
﹂
な
ど

に
な
る
。
こ
の
う
ち
個
人
で

荷
物
斡
旋
を
し
て
い
た
水
屋

系
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
徐

々
に
減
少
し
て
き
た
。
平
成

中
期
に
な
る
と
Ｗ
ｅ
ｂ
系
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
出
現
し
て
き

た
。
商
社
系
も
Ｗ
ｅ
ｂ
利
用

が
多
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

は
失
敗
し
て
撤
退
し
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
利
用
運
送

事
業
者
に
荷
物
を
斡
旋
し
て

も
ら
う
実
運
送
事
業
者
の
な

か
に
は
、
往
復
の
荷
物
を
利

用
運
送
事
業
者
に
依
存
す
る

よ
う
な
事
業
者
も
出
て
き

た
。
こ
れ
は
、
往
路
の
荷
物

す
ら
自
力
で
確
保
で
き
な
い

こ
と
を
意
味
し
、
経
営
上
で

問
題
が
あ
り
、
運
送
事
業
者

と
し
て
の
存
在
に
も
疑
問
符

が
付
く
。
た
だ
し
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
事
業
者

の
中
か
ら
は
、
大
手
利
用
運

送
事
業
者
の
組
織
下
に
入
る

事
業
者
が
一
時
的
に
増
え
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ

ら
利
用
運
送
事
業
者
の
存
在

は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両

面
が
あ
る
。
プ
ラ
ス
面
は
、

実
運
送
事
業
者
か
ら
す
る
と

営
業
経
費
を
か
け
ず
に
帰
荷

を
確
保
で
き
、
実
車
率
の
向

上
が
図
れ
る
。
ま
た
、
各
事

業
者
が
帰
荷
の
獲
得
で
競
争

す
る
よ
り
も
、
運
賃
の
下
落

が
抑
え
ら
れ
る
。

　

マ
イ
ナ
ス
面
は
、
多
層
構

造
を
促
進
す
る
面
が
あ
る
こ

と
だ
。
利
用
運
送
事
業
者
か

ら
斡
旋
さ
れ
た
荷
物
を
、
さ

ら
に
外
注
に
出
す
と
い
っ
た

形
で
の
多
層
構
造
化
も
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
一
定
の
元
請
下
請
構

造
は
、
需
要
の
波
動
調
整
な

ど
か
ら
も
必
要
だ
が
、
右
か

ら
左
に
荷
物
を
回
す
だ
け
の

事
業
者
も
現
れ
、
５
次
、
６

次
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
多

層
構
造
も
出
現
し
た
。
こ
れ

は
実
運
送
事
業
者
の
運
賃
を

下
げ
る
だ
け
で
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
品
質
と
い
う
面
か
ら
も

問
題
が
あ
る
。
多
層
構
造
に

よ
る
品
質
低
下
と
い
う
問
題

も
こ
の
30
年
間
に
は
浮
上
し

て
き
た
。

　

こ
の
多
層
構
造
の
形
成
を

促
進
し
た
要
因
は
い
く
つ
か

考
え
ら
れ
る
。
平
成
前
半
に

は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
反
動
か
ら
、

固
定
費
を
減
ら
し
て
変
動
費

化
す
る
よ
う
な
傾
向
が
強
ま

っ
た
こ
と
。
平
成
後
期
に
な

る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な

２
極
化
と
い
う
業
界
構
造
の

変
化
が
進
み
、
そ
れ
も
多
層

構
造
の
形
成
を
促
進
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
部
品

産
業
に
お
け
る
多
層
構
造
が

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
と

し
て
顕
在
化
し
た
が
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
６
次
、
７

次
と
い
っ
た
多
層
構
造
も
同

様
で
あ
る
。
た
だ
当
業
界
が

製
造
業
と
異
な
る
の
は
、
品

質
保
証
と
い
う
歯
止
め
が
な

い
こ
と
だ
。

　

部
品
産
業
な
ど
で
は
６

次
、
７
次
の
下
請
け
会
社
で

も
、
不
良
品
が
多
い
会
社
に

は
自
ず
と
注
文
が
い
か
な
く

な
り
市
場
を
通
し
て
淘
汰
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
生
産
過
程

と
消
費
過
程（
生
産
的
消
費
）

が
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も

分
離
さ
れ
て
い
る
の
で
チ
ェ
ッ

ク
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
は
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
過
程

と
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
過
程
が

同
時
進
行
の
た
め
、
途
中
で

品
質
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
い
と

い
う
業
種
特
性
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
多
層
構
造
に
よ
る

運
賃
水
準
の
低
下
は
実
運
送

事
業
者
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
コ
ス
ト
の
削
減
に
繋
が
り
、

最
終
的
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
し
わ
寄
せ
に
よ
っ
て
サ
ー

ビ
ス
品
質
の
悪
化
を
招
く
の

で
あ
る
。
例
え
ば
過
労
運
転

や
過
積
載
、
ス
ピ
ー
ド
違
反

と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
生
産

過
程
に
お
け
る
﹁
不
良
﹂
が

あ
っ
て
も
、
結
果
オ
ー
ラ
イ

な
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
。
つ

ま
り
、
事
故
な
ど
が
発
生
し

て
か
ら
の
事
後
チ
ェ
ッ
ク
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

事
業
許
可
と
い
う
営
業
﹁
資

格
﹂を
一
旦
得
て
し
ま
う
と
、

営
業
す
る
に
値
す
る﹁
資
質
﹂

が
伴
わ
な
く
て
も
、
堂
々
と

通
用
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
第
３
者
が
認

定
あ
る
い
は
認
証
す
る
客
観

的
品
質
を
制
度
化
す
る
と
い

う
課
題
が
、
こ
の
30
年
間
に

浮
上
し
た
。
そ
れ
は
業
界
の

社
会
的
信
用
や
評
価
と
も
か

か
わ
る
課
題
だ
っ
た
。
そ
し

て
具
体
的
に
は
安
全
性
優
良

事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）、
グ

リ
ー
ン
経
営
、
引
越
安
心
マ

ー
ク
な
ど
と
し
て
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｇ
マ
ー
ク
も
徐
々
に
浸
透

し
て
き
た
。
最
初
は
Ｇ
マ
ー

ク
の
取
得
に
消
極
的
な
事
業

者
も
存
在
し
た
。
一
方
、
Ｇ

マ
ー
ク
取
得
事
業
者
か
ら

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

コ
ス
ト
な
ど
の
面
で
ハ
ン
デ

が
あ
る
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
考
え

ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ス
ト

を
か
け
て
い
な
い
事
業
者
が

圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
事
業

者
の
コ
ス
ト
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
市
場
価
格
（
実
勢
運
賃
や

料
金
）
が
決
ま
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
長
期
的
視
野
か

ら
み
る
と
、
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど

の
客
観
的
品
質
を
取
得
し
た

事
業
者
が
圧
倒
的
多
数
に
な

れ
ば
、
そ
れ
ら
の
事
業
者
の

コ
ス
ト
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

な
っ
て
、
市
場
価
格
が
決
ま

っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
同
時
に
、
業
界
の
評
価

の
向
上
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。 

（
続
く
）

※
23
年
３
・
４
月
の
北
海
道
運
輸
局

・
東
北
運
輸
局
を
含
ん
だ
数
値
。

物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
森
田 
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士
夫
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平成データメモ トラック運送事業者数の推移（資料：国土交通省）
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（その1）
表１  保有車両数規模別にみたトラック運送事業者数の変化�

2000 年度末 2007 年度末 2016 年度末 2016 年度末ー 2000 年度末
10 両以下 26,648 34,986 34,403 +7,755

11 〜 20 両 14,090 13,728 13,018 –1,072
21 〜 30 両 6,309 6,081 5,953 –356
31 〜 50 両 4,760 4,574 4,682 –78
51 〜 100 両 2,731 2,748 2,953 +222
101 〜 200 両 690 760 902 +212
201 〜 500 両 163 195 271 +108

501 両以上 36 50 94 +58
合　計 55,427 63,122 62,276 +6,849

※国土交通省の資料より算出


